
主な内容

◆京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定
◆星空体験学習室　－童ドーム夢－　完成
◆シリーズ　地球温暖化防止①
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京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定 

子どもたちの笑顔と笑
い声が絶えないまちは

、 

　　　　すべての人に
とって心温かく、豊か

な気持ちで暮らせるま
ち 

京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定 京丹後市次世代育成支援対策行動計画を策定 

●子どもが生まれ育つ環境の整備 

 ○次代の親づくり 

 ○男女共同の子育て環境づくり支援 

 ○子育て家庭への経済的支援 

●子どもが心豊かに成長できる環境の整備 

 ○交流の場づくり 

 ○健やかな身体づくり 

 ○文化活動の場づくり 

 ○自然を活かした活動の充実 

●子どもの心身の健やかな成長支援 

 ○教育環境の整備 

 ○就学前教育の充実 

 ○障害児などへの支援策の充実 

 ○母子の健康づくり支援 

 ○母と子どもへの医療体制の充実 

 ○思春期の保健対策の充実 

 ○食育事業の推進 

●地域における子育てへの相談、支援体制の整備 

 ○子育てに関する相談体制の整備充実 

 ○子育て家庭への支援対策の整備 

 ○子育てに関する情報提供の推進 

 ○地域の子育て支援ネットワークづくり 

 ○ひとり親家庭の自立支援 

●子育てと仕事の両立支援 

 ○多様なニーズに対応できる保育サービスの整備 

 ○放課後児童対策の充実 

●子どもの心身の保護 

 ○人権教育の推進 

 ○児童虐待防止の推進 

 ○いじめや不登校などへの対策の充実 

●子どもが安心・安全に生活できる環境づくり 

 ○安心して子育てができる生活環境の整備 

 ○子どもの安全が確保されたまちづくりの推進 

   

　
少
子
化
の
急
速
な
進
行
は
、
子

ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
・

発
達
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
経
済
成
長
、
税

金
や
社
会
保
障
の
負
担
増
大
、
地

域
社
会
の
活
力
低
下
な
ど
、
社
会

や
経
済
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。 

 
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
、
京
丹
後
市
に
お
け
る
次
代

を
担
う
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
京
丹
後

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
」
を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。 

 

※
本
計
画
は
、
平
成
十
七
年
度

　
　
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

　
　
を
前
期
計
画
と
し
、
後
期
計

　
　
画
は
、
必
要
な
見
直
し
を
行

　
　
っ
た
う
え
で
、
平
成
二
十
二

　
　
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度

　
　
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
い

　
　
ま
す
。 

     

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
笑
い
声

が
絶
え
な
い
ま
ち
は
、
す
べ
て
の

人
に
と
っ
て
心
温
か
く
、
豊
か
な

気
持
ち
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
元
気
に
遊

び
ま
わ
る
姿
は
地
域
の
大
人
に
と

っ
て
も
心
和
む
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
心
豊
か
な

家
族
と
し
っ
か
り
と
し
た
家
庭
を

築
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
る
地
域
社
会
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
で
す
。 

 

そ
ん
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
誰
も

が
等
し
く
生
き
る
社
会
の
実
現
）

の
理
念
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち

が
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
し
な
が

ら
、
自
ら
の
生
き
る
力
を
育
む
環

境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
す
べ
て

の
家
庭
が
安
心
し
て
心
穏
や
か
に

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機

関
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
、
社
会

全
体
で
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

    

そ
こ
で
本
計
画
で
は
、
幅
広
い

分
野
に
わ
た
る
子
育
て
支
援
施
策

に
つ
い
て
、
▽
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
▽
親

子
が
明
る
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
▽
子
ど
も
が
心
身
と
も

に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
▽
み
ん
な
で
育
ん
で
い
く
や

さ
し
い
子
育
て
の
ま
ち
づ
く
り
、

を
基
本
方
向
と
し
て
、
総
合
的
な

施
策
の
展
開
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

次
代
を
担
う
子
ど
も
と 

　
　
　
子
育
て
家
庭
を
支
援 

地
域
全
体
の
連
携
に
よ
り 

子
育
て
を
総
合
的
に
支
援 

　
「
行
動
計
画
」
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
「
健
康
と
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
慎
重
に

審
議
が
重
ね
ら
れ
、
三
月
三
十

日
に
は
、
同
審
議
会
の
櫛
田
匠

会
長
（
中
央
）
と
荒
田
ケ
イ
副

会
長
（
右
）
か
ら
中
山
市
長
に

答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

心
豊
か
な
家
庭
と 

　
し
っ
か
り
と
し
た
家
庭
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
く 

施 策 目 標 と 推 進 方 向  
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通常保育事業 

 

延長保育事業 

夜間保育事業 

トワイライトステイ 

休日保育事業 

放課後児童クラブ事業 

病後児保育事業（派遣型） 

病後児保育事業（施設型） 

ショートステイ 

一時保育事業 

特定保育事業 

ファミリーサポートセンター事業 

地域子育て支援センター事業 

つどいの広場事業 

育児支援家庭訪問事業 

 

心の教室相談員設置事業 

 

 

介護職員設置事業 

 

 

教育相談員設置事業 

 

 

適応指導教室事業 

 

異世代交流事業 

子育て情報誌 

子育てマップ 

子育てパンフレット 

子育てネットワーク構築 

 

　　　現　　　状 

　　（平成16年度） 

31か所　定員：2,005人 

低年齢児（３歳未満） 

定員：265人 

実施保育所 

６か所　定員：30人 

未実施 

未実施 

未実施 

３か所　定員：65人 

未実施 

未実施 

１か所　定員：５人 

３か所　定員：15人 

未実施 

未実施 

５か所 

未実施 

未実施 

 

心の相談員：９人 

週３回 

 

 

介護職員：８人 

 

 

未実施 

 

 

未実施 

 

実施 

１回発行 

未実施 

各健診・事業で配布 

未実施 

　　　目　標　値 

　　（平成21年度） 

28か所　定員：1,350人 

低年齢児（３歳未満） 

定員：300人 

実施保育所 

10か所　定員：170人 

検討中 

１か所　定員：５人 

６か所　定員：100人 

６か所　定員：170人 

検討中 

１か所　定員：５人 

１か所　定員：30人 

６か所　定員：60人 

検討中 

１か所 

６か所 

２か所 

検討中 

 

心の相談員：９人 

週４回 

 

 

介護職員：19人 

 

 

教育相談員：１人 

月２回 

 

 

１か所 

 

継続と充実実施 

継続と誌面の充実 

関係施設を掲載し作成 

継続し配布 

ネットワーク構築と充実 

設定の考え方など  

 

保育所適正配置について現存の

計画を踏まえた上でさらに検討 

※民間との連携についても検討 

 

 

ニーズ状況にあわせて実施を検討 

 

 

対象：１年生～３年生 

今後対象年齢引き上げも検討 

ニーズ状況にあわせて実施を検討 

 

 

 

ニーズ状況にあわせて実施を検討 

 

 

 

ニーズ状況にあわせて実施を検討 

多様化する児童・生徒の相談に

ついて、親や教員とは違う立場

で相談に応じられるよう９中学

校に配置できるように設定 

特別支援教育の一環として、発

達障害のある児童・生徒への指

導充実を図れるように設定 

教員の心理的ケアを図り、不登

校児の指導の仕方についての教

育相談員を、市で１人配置でき

るように設定 

不登校児童・生徒が、学校へ登

校できるように指導する場所を

市で１か所設定 

 

 

市内の子育てに関する施設の有

効活用 

 

インターネットや携帯電話の有

効活用 

事　　　業　　　名 

　本計画では、施策の達成を図るため、保育サービスや学校教育などにおいて、下記のと

おり具体的な数値として「目標事業量」を設定し、年度ごとに実施状況やその効果を点検

するとともに、その情報を市のホームページや広報紙などにより市民のみなさんに公表し

ていきます。 

目標事業量を設定し、実施状況を公表します 
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完成 完成 

星空体験学習室 

宇宙の映像図書館宇宙の映像図書館 宇宙の映像図書館 

　
丹
後
庁
舎
に
、
丹
後
町
出
身
の
藤
原
菊
男
さ
ん
（
京
都
市

　
丹
後
庁
舎
に
、
丹
後
町
出
身
の
藤
原
菊
男
さ
ん
（
京
都
市

南
区
）
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
最
新
式
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

南
区
）
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
最
新
式
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
新
映
像
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
「
星
空
体
験
学

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
新
映
像
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
「
星
空
体
験
学

習
室
『
童
ド
ー
ム
夢
』
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。

習
室
『
童
ド
ー
ム
夢
』
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。 

　
丹
後
庁
舎
に
、
丹
後
町
出
身
の
　
原
　
男
さ
ん
（
京
都
市

南
区
）
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
最
新
式
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
の
新
映
像
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
「
星
空
体
験
学

習
室
『
童
ド
ー
ム
夢
』
」
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま
し
た
。 

　
「
星
空
体
験
学
習
室
『
童
ド
ー

ム
夢
』
」
は
、
昨
夏
、
丹
後
町
の
間

人
出
身
で
、
株
式
会
社 

島
津
製
作

所
相
談
役
の
　
原
　
男
さ
ん
か
ら

「
殺
伐
と
し
た
世
界
情
勢
の
中
、

星
空
・
宇
宙
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
て

気
持
ち
の
大
き
な
子
ど
も
た
ち
の

育
成
に
」
と
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
寄
贈
の
申
し
出
を
い

た
だ
き
、
昨
年
四
月
の

六
町
合
併
に
よ
り
利
用

し
な
く
な
っ
た
旧
丹
後

町
役
場
議
場
跡
（
丹
後

庁
舎
三
階
）
を
こ
の
一

月
か
ら
改
築
し
て
整
備

し
た
も
の
で
す
。 

　
完
成
し
た
施
設
は
、

座
席
数
二
十
七
席
。
天
井
か
ら
つ

る
し
た
直
径
五
メ
ー

ト
ル

の
半
球
形
の
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
像
を
映
し
出
す
仕

組
み
で
、
六
等
星
ま
で
六
千
個
の

恒
星
や
惑
星
の
投
影
、
ま
た
観
測

場
所
を
設
定
す
る
こ
と
で
世
界
各

地
の
天
体
観
測
、
過
去
や
未
来
の

星
空
観
察
な
ど
、
最
新
式
の
フ
ル

カ
ラ
ー
映
像
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。 

　
完
成
を
祝
い
三
月
三
十
一
日
に

行
っ
た
竣
工
式
に
は
、
　
原
　
男

さ
ん
や
中
山
市
長
を
は
じ
め
、
間

人
小
学
校
（
中
江
香
代
子
校
長
）

の
五
年
生
（
現
六
年
生
・
二
十
一

人
）
な
ど
関
係
者
約
六
十
人
が
出

席
。
中
山
市
長
が
「
複
合
施
設
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
児
童
生

徒
の
み
な
さ
ん
の
学
習
の
場
や
観

光
振
興
な
ど
、
京
丹
後
市
の
魅
力

の
柱
の
一
つ
と
し
て
有
効
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
完
成

を
喜
び
ま
し
た
。 

　
　
原
さ
ん
は
「
お
世
話
に
な
っ

た
古
里
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
で

す
。
環
境
汚
染
が
進
み
本
来
の
『
満

天
の
星
』
が
見
ら
れ
な
い
地
域
が

広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
天
空
」
を

眺
め
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

に
お
お
ら
か
な
感
情
が
育
つ
手
助

け
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
間
人

小
学
校
の
亀
田
泰
宏
さ
ん
と
田
上

脩
人
さ
ん
が
新
映
像
シ
ス
テ
ム
の

除
幕
を
行
い
、
そ
の
後
さ
っ
そ
く

児
童
な
ど
が
記
念
上
映
を
楽
し
み

ま
し
た
。
　 

完成を祝いテープカット（左から） 

引野教育長、　原　男さん、中山

市長、田茂井市議会議長 

寄贈いただいた、フルカ

ラーデジタルプラネタリ

ウム機能とマルチメディ

ア投映機能が一体化した

投映機 

ご寄贈いただいた 

　　　　原　男さん 

－童　　　夢－－童　　　夢－ ドームドーム －童　　　夢－ ドーム 
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毎週　月曜日・水曜日・金曜日 

（祝祭日・年末年始は除きます） 

①10：30～　②13：30～　③15：30～ 

希望されるプログラムの組み合わせにより異なります。 

ご利用は原則として１回につき70分以内とします。 

（開室日以外の利用を含めて、別途ご希望がある場合は、お気軽にご相談ください） 

無料 

最大27人（５人以上のグループ・団体でお申し込みください） 

全16タイトル 

丹後市民局（☎69-0714）   

開　室　日 

 

開 始 時 間 

 

利 用 時 間 

利　用　料 

利 用 人 数 

プログラム 

受 け 付 け 

17分 

16分 

16分 

15分 

16分 

15分 

16分 

 

13分 

12分 

 

17分 

8分 

9分 

12分 

24分 

 

8分 

16分 

人類の宇宙への挑戦（春の星座解説付き） 

地球外文明の探索（夏の星座解説付き） 

各惑星の月－衛星の紹介 （秋の星座解説付き）  

星の生と死の壮大なドラマ（冬の星座解説付き） 

観測衛星が捉えた天体活動（本編＋春夏秋冬星座解説） 

地球の仲間である惑星を紹介（本編＋春夏秋冬星座解説） 

極地の空に華麗に舞うオーロラ（本編＋春夏秋冬星空解説） 

 

楽しい学習プログラム（1） 

楽しい学習プログラム（2） 

 

感性を刺激する童話 

秘宝を探る冒険アドベンチャー 

ファンタスティック映像 

いるか座にまつわるギリシャ神話 

オリオン座にまつわるギリシャ神話 

 

リラックス　～青空に舞う花の妖精～ 

見たい時間と場所で星空自動解説 

１　21世紀 宇宙開発 

２　宇宙人に会いたい 

３　月の仲間たち 

４　星の一生 

５　活動する宇宙 

６　太陽系の惑星 

７　神秘の光･オーロラ 

 

１　星ざのうごき 

２　月の動き･太陽の動き 

 

１　ふしぎなもりのものがたり 

２　トレジャーピラミッド 

３　Field of the Heavens 星のうた 

４　アリオンとイルカ 

５　夜空の星の物語 オリオン  

 

１　Fantastic Space 

２　自動解説　オート・スカイ 

[ A プラネタリウムプログラム ] 

 [ B 学習プログラム ]  

 [ C アミューズメントプログラム ]

 [ Ｄ その他のプログラム ]

※ご利用には、事前のお申し込みが必要です。       

※ご利用についてのご希望は、お気軽にご相談ください。 

ご利用方法 ご利用方法 －童　　　夢－－童　　　夢－ ドーム －童　　　夢－ ドーム 

電話番号 

62-0522 

64-4513 

72-0102 

75-1788 

65-3221 

82-0678

氏　名 

荻野　敬一 

吉岡　秀巳 

山 　　修

戸石　育代 

萩原　祥子 

小森　忠雄 

住　所 

峰山町荒山 

大宮町周枳 

網野町浅茂川 

丹後町間人 

弥栄町和田野 

久美浜町橋爪 

行政相談委員 （敬称略） 

　
京
丹
後
市
に
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
六
人
の
「
行
政
相
談
委
員
」
が
い

ま
す
。 

　
行
政
相
談
委
員
と
は
、
特
殊
法
人
の
業
務
、
京
都
府
や

市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
、
補
助
金
を
受
け
て
実

施
し
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、「
処
理
や
説
明
に
納
得
が
で

き
な
い
」
、
「
ど
こ
に
申
し
出
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
相
談
に
あ
た
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
行

政
に
反
映
さ
せ
る
「
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
苦
情
や
意
見
、
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

みなさんの声をみなさんの声を 
　　大切にします　　大切にします 
みなさんの声を 
　　大切にします 

平成５年から行政相談委員と
してお世話になり、この３月
末で退任されました中村經知
さん（中央・丹後町間人）に、
総務大臣から感謝状が贈られ
ました。 
（左）京都行政評価事務所・
中川宏次長、（右）中山市長 
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シリーズシリーズ 

地球温暖化防止①地球温暖化防止① 

シリーズ 

地球温暖化防止① 

は
じ
め
に 

Ⅰ
「
地
球
温
暖
化
現
象
」(

そ
の
一)

地
球
温
暖
化
現
象
っ
て
な
に
？ 

地
球
温
暖
化
の
原
因
は
？ 

　
今
年
二
月
十
六
日
に
「
地
球
温

暖
化
防
止
会
議
京
都
議
定
書
」
が

発
効
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
今
回
か
ら
「
地
球
温
暖

化
」
を
理
解
し
「
防
止
」
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
行
動
し
て
い
く
た

め
に
「
シ
リ
ー
ズ
地
球
温
暖
化
防

止
」
と
題
し
て
連
載
を
は
じ
め
ま

す
。 

 

　 

 

　
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
「
地

球
温
暖
化
」
が
、
人
類
を
は
じ
め

と
す
る
地
球
上
の
生
物
全
体
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
問
題
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

近
年
、
世
界
中
で
ひ
ん
ぱ
ん
に

発
生
し
て
い
る
異
常
気
象
が
温
暖

化
の
影
響
か
ど
う
か
は
断
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
温
暖
化
が
進

め
ば
砂
漠
化
の
拡
大
や
海
水
面
の

上
昇
、
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
激
変
な

ど
に
よ
っ
て
、
陸
地
（
国
土
）
の

消
失
、
植
生
の
激
変
、
生
物
種
の

減
少
、
病
気
の
ま
ん
延
な
ど
、
確

実
に
地
球
上
に
生
き
る
す
べ
て
の

生
物
に
悪
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
こ
う
し
た
影

響
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
予
想
も

つ
か
な
い
よ
う
な
異
常
事
態
が
起

こ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

温
暖
化
の
原
因
に
は
さ
ま
ざ
ま 

               

な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
世

界
の
科
学
者
た
ち
が
ま
と
め
た
公

式
報
告
書
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
三
次
評

価
報
告
）
で
は
、「
最
近
五
十
年
間

に
観
測
さ
れ
た
温
暖
化
の
ほ
と
ん

ど
は
、
人
間
活
動
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
地
球
温
暖
化
と

そ
れ
が
引
き
起
こ
す
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
対
策
の
第
一
歩
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖

化
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

も
つ
こ
と
で
あ
り
、
行
動
す
る
こ

と
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

                  

    

地
球
全
体
の
平
均
気
温
が
上
昇

す
る
こ
と
を
地
球
温
暖
化
現
象
と

い
い
、
二
十
世
紀
の
百
年
間
で
み

る
と
地
球
全
体
で
〇
・
六
度
、
日

本
で
は
約
一
度
上
昇
し
ま
し
た
。

　
過
去
千
年
間
で
こ
れ
ほ
ど
気
温

が
上
が
っ
た
世
紀
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
北
半
球
で
は
、

過
去
の
千
年
間
で
一
九
九
〇
年
代

が
最
も
暖
か
い
十
年
間
で
あ
り
、

一
九
九
八
年
が
最
も
暖
か
い
年
で

し
た
。 

                 

   

地
球
は
、
太
陽
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
温
め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に

温
め
ら
れ
た
地
表
か
ら
も
熱
が
放

射
さ
れ
ま
す
。
地
球
を
取
り
巻
く

大
気
に
含
ま
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

は
、
こ
の
地
球
か
ら
放
射
さ
れ
る

熱
を
吸
収
し
、
再
び
地
表
に
戻
し

て
い
ま
す
。
こ
の
お
か
げ
で
、
地

球
の
平
均
気
温
は
一
五
度
前
後
と
、

生
物
が
生
き
て
い
く
の
に
適
し
た

気
温
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
も
し

も
、
大
気
中
に
温
室
効
果
ガ
ス
が

な
け
れ
ば
、
地
球
の
平
均
気
温
は

地球の平均気温の変化（地球全体／過去140年） 

1860

1
9
6
1
～
1
9
9
0
年
の
平
均
か
ら
の
気
温
の
偏
差
 

- 0.2

- 0.4

0.0

0.4

0.8

1880 1900 1920 1940 1960 1980 2000
（年） 

（℃） 

温室効果ガスと 
地球温暖化メカニズム 

二酸化炭素の濃度は二酸化炭素の濃度は 
現在では現在では370ppm370ppmを越えてしまいました。を越えてしまいました。 

二酸化炭素の濃度は 
現在では370ppmを越えてしまいました。 

産業革命の始まった頃の産業革命の始まった頃の 
二酸化炭素の濃度は約二酸化炭素の濃度は約280ppm280ppmでした。でした。 

産業革命の始まった頃の 
二酸化炭素の濃度は約280ppmでした。 

現在の地球現在の地球 現在の地球 約200200年前の地球年前の地球 約200年前の地球 

温室効果ガス 温室効果ガス 

出典）IPPC第3次評価報告書 
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温
室
効
果
ガ
ス
の
正
体
は
？ 

マ
イ
ナ
ス
一
八
度
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
が
、
約
二
百
五

十
年
前
の
産
業
革
命
以
降
、
人
間
が
石
油
や

石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
大
量
に
燃
や
し
て

使
う
よ
う
に
な
り
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
濃
度
が
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
た
た
め
、
急

激
な
地
球
温
暖
化
現
象
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

                      

  

　
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
は
、
温
室
効
果
を
持

っ
て
い
る
ガ
ス
の
総
称
で
、
二
酸
化
炭
素
、

メ
タ
ン
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
も
あ
る
フ

ロ
ン
お
よ
び
ハ
ロ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
二
酸

化
炭
素
に
つ
い
て
は
、
そ
の
温
暖
化
に
か
か

る
影
響
力
が
全
体
の
六
〇
％
を
占
め
て
い
る

た
め
、
温
暖
化
の
最
大
の
原
因
物
質
と
さ
れ

て
お
り
、
石
油
や
石
炭
な
ど

の
化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ
と

が
温
暖
化
の
最
大
の
原
因
で

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
は
二
百
五
十
年
前
よ
り
三

一
％
も
増
加
し
て
お
り
、
過

去
二
万
年
で
最
高
の
増
加
率

で
す
。
ま
た
、
現
在
の
濃
度

は
、
過
去
二
千
万
年
で
最
高

の
濃
度
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
二

一
〇
〇
年
に
は
二
百
五
十
年

前
の
二
〜
三
倍
に
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

次
回
は
、
現
在
既
に
お
き

て
い
る
温
暖
化
の
影
響
と
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
お

こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。 

忘れていませんか？忘れていませんか？ 

　子どもたちに本当に大切なもの　子どもたちに本当に大切なもの 

　～学校以外のもう一つの教室～　～学校以外のもう一つの教室～ 

忘れていませんか？ 

　子どもたちに本当に大切なもの 

　～学校以外のもう一つの教室～ 

●資　　格　カブスカウト（小学２年生以上の男女） 

　　　　　　ボーイスカウト（小学５年生以上の男女） 

●活動場所 

　○中 第 ２ 団　峰山町・大宮町内の施設およ

び野外で月２回の集会 

　○竹野第１団　網野町水の江会館および野外

で原則毎週集会 

●応募および資料請求先 

　峰山・福永　孝宣さん（☎62-0732） 

　網野・野村　優人さん（☎72-0002） 

※詳しくは、下記のホームページをご覧ください。 

ボーイスカウト日本連盟 

　　　　　http://www.scout.or.jp/ 

ボーイスカウト京都連盟 

　　　　　http://www.scouting-kyoto.jp/

世界に広がる「ボーイスカウト」の世界に広がる「ボーイスカウト」の 
　　　　　一員になってみませんか　　　　　一員になってみませんか 
世界に広がる「ボーイスカウト」の 
　　　　　一員になってみませんか 

楽しみながらの清掃奉仕 

　
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」
は
、
自
立
心
の

あ
る
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、

一
九
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、
現

在
で
は
、
世
界
二
百
十
六
も
の
国
で
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
は
、「
中
第
二
団
」
と
「
竹

野
第
一
団
」
の
二
団
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を
養
い
、
よ
り
よ
い
社
会
人
に
成
長

す
る
よ
う
、
と
も
に
学
び
・
指
導
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇

心
や
探
求
心
を
満
た
す
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
竹
野
第
一
団
で
は
、
三
月
二
十
七
日
に
、

久
美
浜
町
の
甲
山
駅
か
ら
か
ぶ
と
山
公
園

ま
で
の
約
二
・
五
㎞
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を

か
ね
た
清
掃
活
動
を
実
施
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
者
か
ら
自
然
の

大
切
さ
や
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
を
教
わ

っ
た
後
、
自
分
た
ち
が
集
め
た
ご
み
の
量

を
競
う
な
ど
、
春
の
到
来
を
肌
で
感
じ
、

楽
し
み
な
が
ら
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
両
団
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
仲
間
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 
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持
て
る
も
の
を
誰
も
が
生
か
せ
る 

丹
後
は
今
日
も
活
動
し
て
い
る 

丹
後
活
動
プ
ラ
ン
を
策
定 

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局 

魅
力
あ
ふ
れ
る「
丹
後
」 

「
丹
後
活
動
プ
ラ
ン
」と
は 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
野 

農
林
水
産
業
分
野 

生
活
・
地
域
づ
く
り
分
野 

各
分
野
を
支
え
る
基
礎
条
件 

織
物
・
機
械
金
属
業
等 

　
　
　
　
　
　
地
域
産
業
分
野 

丹後広域振興局のホームページ 

　http://www.pref.kyoto.jp/tango/

 

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
管
内

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
管
内

（
二
市
四
町
）
は
、

（
二
市
四
町
）
は
、「
丹
後
」
と
い

丹
後
」
と
い

う
共
通
の
地
域
認
識
の
も
と
、
織

う
共
通
の
地
域
認
識
の
も
と
、
織

物
業
や
機
械
金
属
業
、
農
林
漁
業
、

物
業
や
機
械
金
属
業
、
農
林
漁
業
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
が
組
み
合

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
が
組
み
合

わ
さ
れ
、
生
活
の
基
盤
が
形
成
さ

わ
さ
れ
、
生
活
の
基
盤
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
に
は
、
蓄
積
さ
れ
た
技

　
こ
れ
ら
に
は
、
蓄
積
さ
れ
た
技

術
と
と
も
に
、
新
た
に
開
発
さ
れ

術
と
と
も
に
、
新
た
に
開
発
さ
れ

工
夫
さ
れ
た
分
野
や
ノ
ウ
ハ
ウ
（
技

工
夫
さ
れ
た
分
野
や
ノ
ウ
ハ
ウ
（
技

術
や
知
識
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

術
や
知
識
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
変
化
に
富
み
、
人
々

て
何
よ
り
も
、
変
化
に
富
み
、
人
々

を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
海
と
山
と

を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
海
と
山
と

集
落
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て

集
落
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て

構
成
す
る
景
観
、
季
節
の
移
り
変

構
成
す
る
景
観
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
、
随
所
に
息
づ
く
歴
史
と
文

わ
り
、
随
所
に
息
づ
く
歴
史
と
文

化
、
温
泉
な
ど
、

化
、
温
泉
な
ど
、「
丹
後
」
と
い
う

丹
後
」
と
い
う

地
域
自
体
が
も
っ
て
い
る
魅
力
に

地
域
自
体
が
も
っ
て
い
る
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
「
丹
後
活
動
プ
ラ
ン
」
は
、
丹

　
「
丹
後
活
動
プ
ラ
ン
」
は
、
丹

後
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
伸
ば
し
、

後
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
伸
ば
し
、

拡
げ
、
新
た
な
視
点
を
加
え
、
こ

拡
げ
、
新
た
な
視
点
を
加
え
、
こ

れ
を
通
し
て
、

れ
を
通
し
て
、「
持
て
る
も
の
を
誰

持
て
る
も
の
を
誰

も
が
生
か
せ
る

も
が
生
か
せ
る
」
、
「
丹
後
は
今
日

丹
後
は
今
日

も
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う
主
体

も
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
を
提
案
す
る
も

的
な
地
域
づ
く
り
を
提
案
す
る
も

の
で
、
京
都
府
で
は
、
民
間
、
公

の
で
、
京
都
府
で
は
、
民
間
、
公

共
を
問
わ
ず
、
広
く
丹
後
の
活
動

共
を
問
わ
ず
、
広
く
丹
後
の
活
動

主
体
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
を
推
進

主
体
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、
し
、「
丹
後
」
の
新
た
な
時
代
を
共

丹
後
」
の
新
た
な
時
代
を
共

有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
す
。 

　
「
丹
後
」
の
魅
力
を
開
花
さ
せ

　
「
丹
後
」
の
魅
力
を
開
花
さ
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
の
努

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
の
努

力
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
人
々

力
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
人
々

が
「
丹
後
」
に
関
わ
り
を
も
ち
、

が
「
丹
後
」
に
関
わ
り
を
も
ち
、

そ
の
中
か
ら
新
た
な
活
動
の
芽
を

そ
の
中
か
ら
新
た
な
活
動
の
芽
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
各
分

た
め
、
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
各
分

野
ご
と
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
方

野
ご
と
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
方

策
を
定
め
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

策
を
定
め
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

  

　
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
自
然
や

　
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
自
然
や

古
代
か
ら
現
代
に
続
く
人
々
の
さ

古
代
か
ら
現
代
に
続
く
人
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
営
み
な
ど
、
丹
後
が
そ

ま
ざ
ま
な
営
み
な
ど
、
丹
後
が
そ

の
魅
力
を
発
揮
し
て
、
多
く
の
人

の
魅
力
を
発
揮
し
て
、
多
く
の
人

た
ち
と
の
、
楽
し
く
豊
か
な
か
か

た
ち
と
の
、
楽
し
く
豊
か
な
か
か

わ
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

わ
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
、
社
会
の
動
向
を
頭
に
入

め
ざ
し
、
社
会
の
動
向
を
頭
に
入

れ
て
丹
後
の
可
能
性
を
広
く
点
検

れ
て
丹
後
の
可
能
性
を
広
く
点
検

し
、
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

し
、
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
す
。 

　
●
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
引
き

丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
引
き

　
　
出
し
て
い
く

　
　
出
し
て
い
く 

　
●
魅
力
を
開
花
さ
せ
る
基
盤
を

魅
力
を
開
花
さ
せ
る
基
盤
を

　
　
整
え
て
い
く

　
　
整
え
て
い
く 

  

　
自
然
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ

　
自
然
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ

る
、
農
山
漁
村
の
生
活
の
場
・
生

る
、
農
山
漁
村
の
生
活
の
場
・
生

産
の
場
と
し
て
の
機
能
を
整
え
、

産
の
場
と
し
て
の
機
能
を
整
え
、

環
境
と
安
全
を
重
視
し
、
地
域
資

環
境
と
安
全
を
重
視
し
、
地
域
資

源
を
生
か
す
生
産
を
広
げ
、
流
通

源
を
生
か
す
生
産
を
広
げ
、
流
通

を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

で
す
。 

　
●
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
基
礎

自
然
と
の
つ
な
が
り
を
基
礎

　
　
に
生
産
活
動
と
地
域
を
支
え

　
　
に
生
産
活
動
と
地
域
を
支
え

　
　
て
い
く

　
　
て
い
く 

　
●
新
た
な
生
産
・
販
売
チ
ャ
ン

新
た
な
生
産
・
販
売
チ
ャ
ン

　
　
ネ
ル
を
開
拓
す
る

　
　
ネ
ル
を
開
拓
す
る 

　
●
担
い
手
・
後
継
者
を
育
て
て

担
い
手
・
後
継
者
を
育
て
て

　
　
い
く

　
　
い
く 

   

　
中
核
と
な
る
織
物
業
と
機
械
金

　
中
核
と
な
る
織
物
業
と
機
械
金

属
業
の
可
能
性
を
伸
ば
す
と
と
も

属
業
の
可
能
性
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
地
域
の
資
源
か
ら
新
た
な
産

に
、
地
域
の
資
源
か
ら
新
た
な
産

業
の
芽
を
引
き
出
し
、
ま
た
生
活

業
の
芽
を
引
き
出
し
、
ま
た
生
活

の
質
を
高
め
る
も
の
と
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
る
も
の
と
サ
ー
ビ
ス

の
流
通
を
円
滑
に
し
て
い
く
こ
と

の
流
通
を
円
滑
に
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

が
必
要
で
す
。 

　
●
丹
後
ち
り
め
ん
を
中
心
と
す

丹
後
ち
り
め
ん
を
中
心
と
す

　
　
る
織
物
産
地
と
し
て
の
可
能

　
　
る
織
物
産
地
と
し
て
の
可
能

　
　
性
を
追
求
し
て
い
く

　
　
性
を
追
求
し
て
い
く 

　
●
機
械
金
属
業
の
高
い
ポ
テ
ン

機
械
金
属
業
の
高
い
ポ
テ
ン

　
　
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
に
持
っ
て

　
　
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
に
持
っ
て

　
　
い
る
可
能
な
能
力
）
を
生
か

　
　
い
る
可
能
な
能
力
）
を
生
か

　
　
し
て
い
く

　
　
し
て
い
く 

　
●
新
た
な
産
業
の
構
図
を
つ
く

新
た
な
産
業
の
構
図
を
つ
く

　
　
っ
て
い
く

　
　
っ
て
い
く 

  

　
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
人

　
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
人

口
の
流
出
と
高
齢
化
に
対
し
、
地

口
の
流
出
と
高
齢
化
に
対
し
、
地

域
の
あ
り
方
を
点
検
し
て
、
新
た

域
の
あ
り
方
を
点
検
し
て
、
新
た

な
仕
組
み
や
活
動
を
広
げ
、
ま
た

な
仕
組
み
や
活
動
を
広
げ
、
ま
た

安
心
・
安
全
を
確
か
な
も
の
に
し

安
心
・
安
全
を
確
か
な
も
の
に
し

て
い
か
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

て
い
か
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
●
生
活
の
基
礎
を
固
め
て
い
く

生
活
の
基
礎
を
固
め
て
い
く 

　
●
丹
後
の
文
化
や
自
然
を
生
か

丹
後
の
文
化
や
自
然
を
生
か

　
　
し
、
新
た
な
活
動
を
拓
く
地

　
　
し
、
新
た
な
活
動
を
拓
く
地

　
　
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

　
　
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く 

　
●
安
心
・
安
全
の
基
礎
を
つ
く

安
心
・
安
全
の
基
礎
を
つ
く

　
　
っ
て
い
く

　
　
っ
て
い
く 

  

　
地
域
内
外
の
交
流
を
活
発
に
す

　
地
域
内
外
の
交
流
を
活
発
に
す

る
道
路
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

る
道
路
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

な
ど
の
基
盤
整
備
と
、
各
地
で
人

な
ど
の
基
盤
整
備
と
、
各
地
で
人

と
活
動
を
結
ぶ
組
織
の
確
立
お
よ

と
活
動
を
結
ぶ
組
織
の
確
立
お
よ

び
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
基
礎

び
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
基
礎

的
条
件
と
な
り
ま
す
。

的
条
件
と
な
り
ま
す
。 

　
●
地
域
内
外
の
交
流
を
支
え
、

地
域
内
外
の
交
流
を
支
え
、

　
　
活
発
に
す
る
基
盤
の
整
備

　
　
活
発
に
す
る
基
盤
の
整
備 

　
●
地
域
の
活
動
組
織
の
確
立
と

地
域
の
活
動
組
織
の
確
立
と

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充 

　 　
な
お
、
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

　
な
お
、
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

て
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提

て
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提

案
な
ど
は
、
今
後
の
具
体
的
な
取

案
な
ど
は
、
今
後
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考

り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考

と
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
広

と
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
広

が
っ
て
い
く
よ
う
、

が
っ
て
い
く
よ
う
、

プ
ラ
ン
の
巻
末
の
「
ア

プ
ラ
ン
の
巻
末
の
「
ア

イ
デ
ア
集
」
に
集
録

イ
デ
ア
集
」
に
集
録

し
、
ご
紹
介
し
て
い

し
、
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。 

　
プ
ラ
ン
の
冊
子
は
、

　
プ
ラ
ン
の
冊
子
は
、

丹
後
広
域
振
興
局
（
峰

丹
後
広
域
振
興
局
（
峰

山
総
合
庁
舎
・
宮
津

山
総
合
庁
舎
・
宮
津

総
合
庁
舎
）
の
窓
口

総
合
庁
舎
）
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
丹
後
広
域
振
興

ま
た
丹
後
広
域
振
興

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け

で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

ま
す
。 

 

　
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
管
内

（
二
市
四
町
）
は
、「
丹
後
」
と
い

う
共
通
の
地
域
認
識
の
も
と
、
織

物
業
や
機
械
金
属
業
、
農
林
漁
業
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
が
組
み
合

わ
さ
れ
、
生
活
の
基
盤
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
に
は
、
蓄
積
さ
れ
た
技

術
と
と
も
に
、
新
た
に
開
発
さ
れ

工
夫
さ
れ
た
分
野
や
ノ
ウ
ハ
ウ
（
技

術
や
知
識
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
変
化
に
富
み
、
人
々

を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
海
と
山
と

集
落
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て

構
成
す
る
景
観
、
季
節
の
移
り
変

わ
り
、
随
所
に
息
づ
く
歴
史
と
文

化
、
温
泉
な
ど
、「
丹
後
」
と
い
う

地
域
自
体
が
も
っ
て
い
る
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
「
丹
後
活
動
プ
ラ
ン
」
は
、
丹

後
の
も
っ
て
い
る
も
の
を
伸
ば
し
、

拡
げ
、
新
た
な
視
点
を
加
え
、
こ

れ
を
通
し
て
、「
持
て
る
も
の
を
誰

も
が
生
か
せ
る
」
、
「
丹
後
は
今
日

も
活
動
し
て
い
る
」
と
い
う
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
を
提
案
す
る
も

の
で
、
京
都
府
で
は
、
民
間
、
公

共
を
問
わ
ず
、
広
く
丹
後
の
活
動

主
体
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、「
丹
後
」
の
新
た
な
時
代
を
共

有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
「
丹
後
」
の
魅
力
を
開
花
さ
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
の
努

力
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
人
々

が
「
丹
後
」
に
か
か
わ
り
を
も
ち
、

そ
の
中
か
ら
新
た
な
活
動
の
芽
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
各
分

野
ご
と
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
方

策
を
定
め
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

  

　
変
化
に
富
ん
だ
美
し
い
自
然
や

古
代
か
ら
現
代
に
続
く
人
々
の
さ

ま
ざ
ま
な
営
み
な
ど
、
丹
後
が
そ

の
魅
力
を
発
揮
し
て
、
多
く
の
人

た
ち
と
の
、
楽
し
く
豊
か
な
か
か

わ
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
、
社
会
の
動
向
を
頭
に
入

れ
て
丹
後
の
可
能
性
を
広
く
点
検

し
、
開
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。 

　
●
丹
後
の
新
た
な
魅
力
を
引
き

　
　
出
し
て
い
く 

　
●
魅
力
を
開
花
さ
せ
る
基
盤
を

　
　
整
え
て
い
く 

  

　
自
然
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ

る
、
農
山
漁
村
の
生
活
の
場
・
生

産
の
場
と
し
て
の
機
能
を
整
え
、

環
境
と
安
全
を
重
視
し
、
地
域
資

源
を
生
か
す
生
産
を
広
げ
、
流
通

を
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

　
●
自
然
と
の
つ
な
が
り
を
基
礎

　
　
に
生
産
活
動
と
地
域
を
支
え

　
　
て
い
く 

　
●
新
た
な
生
産
・
販
売
チ
ャ
ン

　
　
ネ
ル
を
開
拓
す
る 

　
●
担
い
手
・
後
継
者
を
育
て
て

　
　
い
く 

   

　
中
核
と
な
る
織
物
業
と
機
械
金

属
業
の
可
能
性
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
地
域
の
資
源
か
ら
新
た
な
産

業
の
芽
を
引
き
出
し
、
ま
た
生
活

の
質
を
高
め
る
も
の
と
サ
ー
ビ
ス

の
流
通
を
円
滑
に
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。 

　
●
丹
後
ち
り
め
ん
を
中
心
と
す

　
　
る
織
物
産
地
と
し
て
の
可
能

　
　
性
を
追
求
し
て
い
く 

　
●
機
械
金
属
業
の
高
い
ポ
テ
ン

　
　
シ
ャ
ル
（
潜
在
的
に
持
っ
て

　
　
い
る
可
能
な
能
力
）
を
生
か

　
　
し
て
い
く 

　
●
新
た
な
産
業
の
構
図
を
つ
く

　
　
っ
て
い
く 

  

　
現
代
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
人

口
の
流
出
と
高
齢
化
に
対
し
、
地

域
の
あ
り
方
を
点
検
し
て
、
新
た

な
仕
組
み
や
活
動
を
広
げ
、
ま
た

安
心
・
安
全
を
確
か
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
●
生
活
の
基
礎
を
固
め
て
い
く 

　
●
丹
後
の
文
化
や
自
然
を
生
か

　
　
し
、
新
た
な
活
動
を
拓
く
地

　
　
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く 

　
●
安
心
・
安
全
の
基
礎
を
つ
く

　
　
っ
て
い
く 

  

　
地
域
内
外
の
交
流
を
活
発
に
す

る
道
路
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

な
ど
の
基
盤
整
備
と
、
各
地
で
人

と
活
動
を
結
ぶ
組
織
の
確
立
お
よ

び
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
基
礎

的
条
件
と
な
り
ま
す
。 

　
●
地
域
内
外
の
交
流
を
支
え
、

　
　
活
発
に
す
る
基
盤
の
整
備 

　
●
地
域
の
活
動
組
織
の
確
立
と

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充 

　 　
な
お
、
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

て
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提

案
な
ど
は
、
今
後
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考

と
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
広

が
っ
て
い
く
よ
う
、

プ
ラ
ン
の
巻
末
の
「
ア

イ
デ
ア
集
」
に
集
録

し
、
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

　
プ
ラ
ン
の
冊
子
は
、

丹
後
広
域
振
興
局
（
峰

山
総
合
庁
舎
・
宮
津

総
合
庁
舎
）
の
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丹
後
広
域
振

興
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 
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　特に、「男性が優遇されている」という不平等感が強い

のは、「社会通念や慣習・しきたり」（76.5％）、次に「日本

全体の男女の地位」（74.4％）、「家庭生活」（69.3％）となっ

ています。 

　　　　※「非常に優遇されている」および「どちらかと

　　いえば優遇されている」をあわせた数値です。 

　「平等である」という回答が過半数を占めたのは、「学

校教育」（56.5％）のみで、また「女性の方が優遇されてい

る」という回答は、すべての項目でわずかとなっています。 

　全国での調査と比べると、全体的に京丹後

市の方が不平等感が強くなっています。 

　その中で、特に著しいのが「家庭生活」と

「日本全体の男女の地位」となっています。 

住民意識調査住民意識調査 住民意識調査 
　平成11年６月に「男女共同参画社会基本法」が施行され、国では男女共同参画社会の形成に向けたさまざま

な施策が推進されています。 

　京丹後市においても、男女がお互いの人権を尊重し、とも

に支え合い、個性や能力を十分に発揮しながら、自分らしく

生きていける「男女共同参画社会」の実現をめざして取り組

みを進めています。 

　市では、さらに取り組みを推進するため、昨年10月に成人

男女２千人を対象に、本市で初めてとなる「男女共同参画社

会に関する住民意識調査」を実施しました。 

　本月号から数回にわたり調査結果の概要をご紹介します。 

◆調査対象　市内在住の成人男女 ２,000人 

　　　　　　　　　　　　（無作為抽出） 

◆調査期間　平成16年10月15日～10月31日  

◆調査方法　郵送による配布・回収 

◆回収結果　826／2,000 

◆回 収 率　41.3％ 

さまざまな分野で男性の方が優遇 さまざまな分野で男性の方が優遇 

 

家庭生活 

日本全体の地位 

京丹後市 

13.6% 

11.5%

全国 

39.9% 

20.1% 

　　　　　　　　　　　
　　
　　

　

　
男女

共同参画社会を目指して

「男女平等である」という回答の比較 

全国との比較 全国との比較 

（内閣府調査 平成16年11月実施） 

①家庭生活（家事・育児・介護面） 

②職場 

③学校教育の場 

④地域活動の場（自治会・ボランティア活動など） 

⑤政治や行政の政策・方針決定の場 

⑥法律や制度の上 

⑦社会通念や慣習・しきたりなど 

⑧日本全体の男女の地位 

男女平等に関する 

意識について 
男女の地位はどの程度平等になっていると思いますか Ｑ 

男性の方が非常に優遇されている 　　どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

63.3

54.122.4 9.6

13.213.213.27.37.37.3 1.01.01.036.428.07.4 6.8

6.212.812.812.816.245.417.8

7.314.414.414.411.411.411.436.724.93.9 1.51.51.5

8.719.519.519.556.58.81.5 4.54.54.50.50.50.5

8.610.910.910.944.1

20%0% 40% 60% 80% 100%

45.224.1 13.6 6.46.46.4 2.12.12.15.15.15.1 3.6

19.1 6.26.26.2 0.40.40.410.8

5.05.45.45.4

11.1 11.5 3.66.36.36.3
0.70.70.7

3.43.43.4

2.92.92.9

1.51.51.5

0.10.10.1

0.60.60.6
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宝くじ助成で 

　　コミュニティ活動の活性化 
　宝くじの普及とともに、地域の活性化を願い、財団法

人自治総合センターでは、宝くじの売り上げ収益を財源

に地区が行うコミュニティ事業に対して、その事業費の

一部を補助されています。 

　同助成を受け、平成16年度には市内の７地区が「祭用

備品」や「コミュニティ広場」などを整備されました。 

宝くじ助成で 

　　コミュニティ活動の活性化 

宝くじ助成で 

　　コミュニティ活動の活性化 

丹後町 

　岡成区 

　地域住民の交流の

場として、コミュニ

ティ広場を整備 

（旧公民館跡地） 

久美浜町 

　　浦明区 

　地区の伝統

行 事 の 継 承

に、老朽化し

た山車を新調 

丹後町 

　岩木区 

　老朽化した太鼓

屋台と外殿幕を新

調 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
を
整
備

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
を
整
備 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
を
整
備 

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど

の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
地
区
集
会
施
設
が
、
「
峰
山
町
丹
波
区
」
、
「
久
美
浜
町
口
馬

地
（
く
ち
ま
じ
）
区
」
、
「
丹
後
町
中
浜
区
」
、
「
丹
後
町
谷
内
区
」
の
四
地
区
で
こ

の
た
び
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

口
馬
地
公
民
館 

谷
内
多
目
的
集
会
施
設 

中
浜
多
目
的
集
会
施
設 

丹
波
公
民
館 

　
平
成
十
六
年
度
に
整
備
さ
れ
た
市

内
の
四
地
区
の
集
会
施
設
の
う
ち
、

久
美
浜
町
の
口
馬
地
（
く
ち
ま
じ
）

区
の
公
民
館
の
竣
工
式
が
三
月
二
十

七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
久
美
浜
町
の
口
馬
地
（
く
ち
ま
じ
）

区
の
集
会
所
は
こ
れ
ま
で
、
農
業
作

業
所
の
一
部
を
改
築
し
て
利
用
し
て

い
た
も
の
で
、
高
齢
者
の
か
た
な
ど

の
利
便
性
が
悪
く
、
ま
た
老
朽
化
の

た
め
安
全
性
に
も
問
題
が
あ
り
、
活

動
や
交
流
の
新
た
な
拠
点
整
備
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
完
成
し
た
公
民
館
は
、
木
造

瓦
葺
き
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
一
〇
一
・

一
八
㎡
で
、
事
業
費
は
約
一
千
五
百

二
十
三
万
円
。 

　
約
二
十
一
畳
の
大
広
間
や
調
理
室

を
完
備
し
、
ま
た
ス
ロ
ー
プ
や
手
す

り
を
は
じ
め
段
差
の
な
い
つ
く
り
で
、

「
や
さ
し
さ
」
と
「
ぬ
く
も
り
」
を

感
じ
ま
す
。 

　
式
で
は
、
和
泉
徹
区
長
さ
ん
が
「
新

公
民
館
の
完
成
は
、
長
年
の
区
民
の

強
い
願
い
で
あ
り
、
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。
世
代
を
超
え
た
活
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
し
て
大

い
に
利
用
し
て
い
き
た
い
」
と
完
成

の
喜
び
を
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
他
の
三
地
区
の
施
設
に
つ
い
て

も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠

点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 
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大宮町 

　久住区 

　公民館施設の機

能充実を図るため、

冷房設備や会議テ

ーブルなどの備品

を整備 

網野町 

　島津連合区 

　公民館事業の充

実にテントやスピ

ーカーなどの備品

を整備 

弥栄町 

　黒部区 

　京都府の無形文

化財にも指定され

る「しかか踊り」

で用いる太鼓、弓、

鬼のかつらを新調 

網野町 

　掛津区 

　安全・安心な地

域づくりを目指し、

公民館前に防犯灯

を整備 

峰
山
町
・
大
成
（
お
お
な
る
）

峰
山
町
・
大
成
（
お
お
な
る
） 　

　
　
　
　
　
　
「
ム
ク
ロ
ジ
」
の
二
世
苗
を
植
樹

　
　
　
　
　
　
　
「
ム
ク
ロ
ジ
」
の
二
世
苗
を
植
樹 

　
峰
山
町
大
成
（
お
お
な
る
）
地
区

の
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
、
日
本
最

大
級
の
「
ム
ク
ロ
ジ
」
の
後
継
樹
を

残
そ
う
と
、
京
都
府
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
夜
久
野
町
平
野
）
で
接
ぎ
木
か
ら

育
て
た
大
木
の
二
世
と
な
る
苗
木
を
、

三
月
二
十
四
日
、
野
外
体
験
交
流
施

設
「
天
女
の
里
」
に
地
元
区
民
の
か

た
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ム
ク
ロ
ジ
は
、
ム
ク
ロ
ジ
科
の
落

葉
高
木
で
、
主
に
西
日
本
を
中
心
に

生
育
。
初
夏
に
花
を
つ
け
、
秋
に
は

球
形
の
実
が
な
り
、
実
の
中
に
あ
る

固
く
て
黒
い
種
子
は
、

お
正
月
に
使
う
「
羽

根
つ
き
」
の
球
に
も

使
わ
れ
ま
す
。 

　
「
大
成
の
ム
ク
ロ

ジ
」
は
、
高
さ
約
三

十
メ
ー

ト
ル

、
幹
回
り
約
五

メ
ー

ト
ル

。
樹
齢
三
百
年
か

ら
五
百
年
と
推
定
さ

れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
の
秋
に

幹
の
一
部
が
折
れ
た
り
、
幹
の
内
部

が
腐
り
空
洞
化

に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
見
つ
か

り
樹
脂
を
吹
き

か
け
る
な
ど
の

腐
敗
防
止
作
業

を
実
施
。
こ
の

話
を
聞
い
た
京

都
府
緑
化
セ
ン

タ
ー
が
、
希
少

樹
木
な
ど
を
次

世
代
に
継
承
す

る
「
二
十
二
世

紀
京
都
名
木
の
森
づ
く
り
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
接
ぎ
木
に
よ
る
後
継

樹
づ
く
り
に
着
手
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
日
は
、
約
三
メ
ー

ト
ル

に
育
っ
た
苗

木
四
本
の
う
ち
二
本
を
、
鱒
留
区
長

の
中
村
啓
次
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
区

の
役
員
の
か
た
三
人
が
植
樹
。 

　
中
村
さ
ん
は
「『
大
成
の
ム
ク
ロ
ジ
』

と
と
も
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

よ
う
に
大
き
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

二
世
の
順
調
な
生
育
を
願
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
二
本
の
苗

木
も
後
日
、
近
く
の
磯
砂
（
い
さ
な

ご
）
林
道
と
峰
山
総
合
公
園
に
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。 

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
願
い 

　
　
　
　
　
「
ム
ク
ロ
ジ
」
の
二
世
苗
を
植
樹 

日
本
最
大
級

日
本
最
大
級 

峰
山
町
・
大
成
（
お
お
な
る
） 　

　
　
　
　
　
　
「
ム
ク
ロ
ジ
」
の
二
世
苗
を
植
樹 

日
本
最
大
級 

大
成
の
「
ム
ク
ロ
ジ
」 



平成17年５月 広報きょうたんご 

12

子どもたちの健やかな成長を　地域で見守る 
　
児
童
が
被
害
者
と
な
る
事
件
や
事
故

が
急
増
す
る
中
、
「
吉
野
小
学
校
区
地

域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」（
中
谷
己

良
会
長
）
が
、
四
月
七
日
の
入
学
式
に

あ
わ
せ
て
活
動
を
開
始
し
、
「
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」
を
合
い
言
葉

に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。 

　
同
会
議
は
、
吉
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
校
教
職
員
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
集
ま
っ
た
地
域
住
民
な
ど
約

百
四
十
人
で
組
織
。
登
下
校
時
で
の
児

童
の
付
き
添
い
や
、
校
区
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ま
た
下
校
後
や
休
日
の
遊
び
場
な

ど
の
見
回
り
な
ど
を
行
わ
れ
ま
す
。 

　
活
動
初
日
の
四
月
七
日
に
は
、
同
校

で
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
催
さ
れ
、

中
谷
会
長
が
「
児
童
の
み
な
さ
ん
の
元

気
な
姿
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
励
み
に
な

り
ま
す
。
安
心
し
て
通
学
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
児
童
を
代

表
し
て
六
年
生
の
梅
田
迅
児
童
会
長
が

「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ

れ
か
ら
は
安
心
し
て
通
学
で
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
「
防
犯
」
と
描
か
れ
た
蛍

光
色
の
そ
ろ
い
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
メ

ン
バ
ー
は
、
集
団
下
校
に
付
き
添
い
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
大
宮
町
民

生
児
童
委
員
協
議
会
（
宮
前
久
夫
会
長
・

二
十
九
人
）
の
み
な
さ
ん
が
、
新
学
期

が
始
ま
っ
た
四
月
六
日
か
ら
「
声
か
け
・

あ
い
さ
つ
運
動
」
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
で
は
、
大
人
と
子
ど
も
の

か
か
わ
り
合
い
を
ど
の
よ
う
に
持
つ
か

を
以
前
か
ら
話
し
合
う
中
、
ま
ず
は
子

ど
も
た
ち
と
「
話
す
こ
と
」、「
声
を
掛

け
合
う
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
と
、
今

回
の
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。 

　
活
動
初
日
の
こ
の
日
は
、
午
前
八
時

前
か
ら
町
内
の
三
小
学
校
（
大
宮
第
一
・

第
二
・
第
三
小
学
校
）
の
校
門
前
で
、

手
づ
く
り
の
そ
ろ
い
の
腕
章
を
つ
け
た

委
員
の
み
な
さ
ん
が
、「
お
は
よ
う
」、

「
朝
ご
は
ん
は
食
べ
て
き
た
か
」
な
ど

と
登
校
し
て
き
た
児
童
に
一
人
ず
つ
声

を
か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

応
え
て
い
ま
し
た
。 

　
宮
前
会
長
は
「
『
声
か
け
』
は
、
活

気
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
大
切
な
活
動
で
す
。
他
の
団
体
な
ど

と
も
協
力
し
て
、
全
町
的
、
全
市
的
な

取
り
組
み
に
広
が
れ
ば
う
れ
し
く
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
協
議
会
で
は
今
後
、
月
一
回
程
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
通
学
路
に
立
ち
、

児
童
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
か
れ
ま
す
。

　 

地
域
住
民
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立 

吉
野
小
学
校
区
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

大
宮
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
合
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す 

地
球
に
や
さ
し
い 

　
　
　
　
　
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す 

『
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
』
が 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
開
始 

　
「
廃
食
用
油
」
の
再
生
活
用
を
図
る
こ
と
を
中

心
に
、
地
球
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し

活
動
し
て
い
る
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」（
吉
田
真
也

理
事
長
）
の
み
な
さ
ん
が
、
一
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
と
し
て
認
証
さ
れ
、

本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
」
で
は
、
こ
の
五
月
か
ら

資
源
ご
み
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
「
廃
食
用

油
」
回
収
用
の
ポ
リ
容
器
を
設
置
し
て
、
各
家
庭

か
ら
出
る
使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
す
る

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。（
※
１
） 

 

回
収
さ
れ
た
「
廃
食
用
油
」
は
、
精
製
工
場
で

加
工
さ
れ
て
「
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
※
２
）
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

 

京
丹
後
市
の
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》 

 

エ
コ
ネ
ッ
ト
丹
後
（
電
話
六
四
ー
三
一
三
〇
） 

 

※
１
　
回
収
す
る
の
は
家
庭
か
ら
出
る
植
物
性

の
廃
油
に
限
り
ま
す
。

事
業
系
油
や
動
物
・

鉱
物
油
は
絶
対
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

※
２
　
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、

植
物
油
の
粘
り
気
を

除
去
し
て
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た

燃
料
で
す
。 

「
廃
食
用
油
」
回
収
用
の 

　
　
　
　
　
　
ポ
リ
容
器 

「地域の子どもは地域で守る」を
合い言葉に活動を開始 

元気な声で「おはよう」と、さわ
やかな声が響いています 
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静
神
社 

　
静
御
前
の
出
生
地
と
し
て
伝
わ
る
網
野
町
磯
の
静

神
社
に
、
静
御
前
が
舞
う
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た
石

像
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
四
月
六
日
に
除
幕
式
を
行
い

ま
し
た
。 

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
石
像
は
、
自
然
石
（
花
こ
う
岩
）

の
一
枚
岩
で
、
高
さ
約
二
・
三
メ
ー

ト
ル

、
横
約
二
・
六
メ
ー

ト
ル

、
厚
み
約
三
〇
セ
ン

チ

。
表
面
に
舞
う
姿
が
浮
き
彫
り
に

さ
れ
る
と
と
も
に
、
静
御
前
が
詠
っ
た
和
歌「
し
づ
や

し
づ
　
し
づ
の
を
だ
ま
き
繰
り
返
し
　
昔
を
今
に
　

な
す
よ
し
も
が
な
」
の
歌
文
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

レ
リ
ー
フ
の
石
材
は
、
山
崎
工
業
株
式
会
社
の
山
　

高
雄
さ
ん
（
網
野
町
浅
茂
川
）
に
寄
贈
い
た
だ
き
、

正
徳
院
住
職
の
今
村
隆
之
さ
ん
（
同
町
浅
茂
川
）
が

彫
刻
、
ま
た
静
神
社
宮
司
の
高
田
昭
彦
さ
ん
（
網
野

町
浜
詰
）
に
揮
ご
う
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
山
　
高
雄
さ
ん
を
は
じ
め
、
田
中
英
世

府
議
会
議
員
、
巽
昭
府
議
会
議
員
、
中
山
市
長
な
ど

が
除
幕
。
中
山
市
長
が
「
義
経
が
愛
し
た
日
本
一
の

歌
姫
ゆ
か
り
の
京
丹
後
市
へ
多
く
の
か
た
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

る
と
と
も
に
三
人
の
か
た
に
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
境
内
で
日
本
舞
踊
家
の
花

柳
風
彗
（
ふ
う
す
い
）
さ
ん
（
大
宮
町
奥
大
野
）

に
よ
る
「
静
の
舞
」
が
披
露
さ
れ
、
完
成
を
喜

び
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
で
も
脚
光
を
浴
び
る
静
御

前
の
郷
を
「
静
の
杜
（
も
り
）
」
と
し
て
、
平

成
十
七
年
度
に
は
遊
歩
道
や
展
望
台
、
ト
イ
レ

を
整
備
す
る
な
ど
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
広
く
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

花柳風彗さんが 

　　「静の舞」を披露 

静神社下に完成した 

　　　　　　　レリーフ 

▲除幕を行い 

　　完成を喜びました 

静
御
前
の
舞
を
刻
ん
だ
石
像
が
完
成

静
御
前
の
舞
を
刻
ん
だ
石
像
が
完
成 

静
御
前
の
舞
を
刻
ん
だ
石
像
が
完
成 

　
非
行
や
犯
罪
を
な
く
し
、
過
ち

を
犯
し
た
か
た
の
立
ち
直
り
を
支

援
す
る
「
京
丹
後
地
区
更
生
保
護

女
性
会
」（
井
上
清
子
会
長
・
二
百

三
十
人
）
の
結
成
五
十
周
年
記
念

総
会
が
、
四
月
十
四
日
に
口
大
野

公
民
館
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
開

か
れ
、
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も

に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
同
会
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
か
た

な
ど
の
更
生
保
護
を
行
う
保
護
司

と
と
も
に
、
女
性
の
立
場
か
ら
地

域
社
会
の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防

止
の
た
め
の
啓
発
行
動
や
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
・
更
生
に
協
力

さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。「
京
丹
後
地
区
更
生
保
護
女

性
会
」
は
、
昭
和
三
十
年
二
月
に

結
成
。
府
下
で
は
一
番
の
歴
史
を

も
つ
女
性
会
で
、
永
年
に
わ
た
っ

て
犯
罪
予
防
の
た
め
の
ミ
ニ
集
会

や
子
育
て
支
援
活
動
、
施
設
へ
の

慰
問
な
ど
を
精
力
的
に
行
わ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
年
二
月

に
は
、
近
畿
地
区
で
は
唯
一
、
財

団
法
人
日
立
み
ら
い
財
団
か
ら
「
更

生
保
護
奨
励
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

　
総
会
で
は
、
井
上
会
長
が
「
悪

の
芽
の
出
な
い
、
明
る
い
、
ほ
が

ら
か
な
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
は
、

母
親
で
あ
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
と
も
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

舞
鶴
料
理
学
院
長
で
保
護
司
の
河

田
宏
子
さ
ん
が
「
食
育
で
生
か
そ

う
思
い
や
り
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
、
会
員
は
愛
情
が
伝
わ
る
『
食
』

の
大
切
を
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。 

明るいまちづくりに決意新た明るいまちづくりに決意新た 明るいまちづくりに決意新た 

京丹後地区更生保護女性会 

結成50年 

▲
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電話番号 

62-2090 

64-4552 

74-0714 

76-0814 

65-3846 

85-0281

氏　名 

田中喜久治 

村尾　俊英 

松本　淳子 

岡野　冨治 

山副　年之 

野村　照美 

住　所 

峰山町二箇 

大宮町谷内 

網野町俵野 

丹後町袖志 

弥栄町鳥取 

久美浜町芦原 

知的障害者相談員 

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

お気軽にご相談ください 

京都府身体障害者相談員・知的障害者相談員 

（敬称略） 

　京丹後市には、京都府から委託された「身体障害者相談員」（16人）

と、「知的障害者相談員」（６人）を配置しています。 

　相談員は、民間の協力者で、身体障害者（児）・知的障害者（児）の

かたの家庭における養育や生活などに関するさまざまな相談に応じ、

必要な助言・指導を行うとともに、市と協力して地域活動の推進や障

害者のかたに対する理解を深めていただく活動を行っていただいてい

ます。 

　秘密は、固く守られますので、障害についてお困りのかたは、お気

軽にご相談ください。 

平成６年から身体障害者相談員として

お世話になり、この３月末で退任されま

した深田クニ子さん（網野町網野）に、山

田京都府知事から感謝状が贈られました。 

「市民相談室」「市民相談室」  「市民相談室」  

お気軽に 

　　ご相談く
ださい 

　一人で悩んだり、心配したり、どうしたらいいのか　一人で悩んだり、心配したり、どうしたらいいのか、

どこへ行けばいいのか…どこへ行けばいいのか…。 

 わからなくなったとき、どうぞお越しください。そわからなくなったとき、どうぞお越しください。そ

んなあなたを相談員がお待ちしています。お話をじっんなあなたを相談員がお待ちしています。お話をじっ

くり聞かせていただき、心のつかえや気持ちの迷いがくり聞かせていただき、心のつかえや気持ちの迷いが

少しでも軽くなるように、相談員があなたと一緒に考少しでも軽くなるように、相談員があなたと一緒に考

えていきます。そして、問題解決の糸口をみつけられえていきます。そして、問題解決の糸口をみつけられ

るようにお手伝いしまするようにお手伝いします。 

 『いのちを大切にしたい』そのような思いを込めた「市『いのちを大切にしたい』そのような思いを込めた「市

民相談室」です民相談室」です。 

　一人で悩んだり、心配したり、どうしたらいいの

か、どこへ行けばいいのか…。 

 わからなくなったとき、どうぞお越しください。

そんなあなたを相談員がお待ちしています。お話を

じっくり聞かせていただき、心のつかえや気持ちの

迷いが少しでも軽くなるように、相談員があなたと

一緒に考えていきます。そして、問題解決の糸口を

みつけられるようにお手伝いします。 

 『いのちを大切にしたい』そのような思いを込め

た「市民相談室」です。 

いのち大切にいのち大切に  いのち大切にいのち大切に  いのち大切に  
◎場　　所　大宮庁舎１階（大宮町口大野） 

◎直通電話　☎69-0217（内線2217） 

◎開 設 日　月曜日～金曜日 

　　　　　　　(祝祭日および閉庁日は除きます) 

◎時　　間　9：30～16：00　 

◎相談方法　来室いただくか、電話でも構

いません。 

相談料は
無料で、

 

　秘密は
厳守しま

す 

親
身
に
な
っ
て
、 

　
と
も
に
考
え
ま
す 

氏　名 

小森　清志 

増田　久夫 

山本　　修 

川口　教子 

梅田　　薫 

小山　金三 

高田　伍郎 

澤　　昭彦 

住　所 

峰山町長岡 

峰山町荒山 

大宮町河辺 

大宮町奥大野 

網野町網野 

網野町網野 

網野町浜詰 

網野町三津 

電話番号 

62-4062 

62-0599 

64-4199 

64-4325 

72-1091 

72-3763 

74-0645 

72-0824

氏　名 

竹村　増宏 

中江由理子 

富田　佳治 

大森　建夫 

増馬　　武 

山下　清子 

岡野伊津子 

岸本　久雄 

住　所 

丹後町成願寺 

丹後町間人 

弥栄町吉沢 

弥栄町鳥取 

久美浜町三谷 

久美浜町郷 

久美浜町葛野

久美浜町浦明 

電話番号 

75-2090 

75-1796 

65-2416 

65-2351 

82-0857 

84-0163 

83-0158 

83-0229

身体障害者相談員 （敬称略） 
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あんきあんき あんきあんき あんき はくしゅうはくしゅう はくしゅうはくしゅう はくしゅう 

 亳州市は、中国安徽省の

北西に位置し、人口約540

万人。面積約8,400k㎡。 

　道教の祖「老子」や大田

南五号墳から発見された方

格規矩四神鏡に刻印されて

いる「青龍３年」の年号を

使っていた、魏の英雄「曹

操」の出身地として知られ

ています。また、温暖多湿

な気候と揚子江流域の肥沃

な土地に恵まれており、薬

草の栽培が盛んで「薬の都」

として名高く、毎年９月に

は中国最大の薬材市が開催

されています。 

李勇副市長（中央）など代表団 

よし野の里（丹後町） 

中国・安徽省亳州市から中国・安徽省亳州市から 中国・安徽省亳州市から中国・安徽省亳州市から 中国・安徽省亳州市から 

代表団が来訪代表団が来訪 代表団が来訪代表団が来訪 代表団が来訪 

薬　都薬　都
 

薬　都薬　都
 

薬　都
 

　
中
国
最
大
の
薬
材
の
集
散
地
と
し

て
有
名
な
中
国
の
安
徽
（
あ
ん
き
）

省
・
亳
州
（
は
く
し
ゅ
う
）
市
か
ら
、

李
勇
（
り
・
ゆ
う
）
副
市
長
を
は
じ

め
四
人
の
代
表
団
が
、
四
月
八
日
か

ら
十
日
ま
で
の
三
日
間
、
京
丹
後
市

を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訪
問
は
、
丹
後
町
と
弥
栄

町
の
商
工
会
が
、
丹
後
半
島
に
生
育

す
る
豊
富
な
薬
草
に
着
目
し
、「
健
康
」

や
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
の
九
月

に
亳
州
市
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
実
現
。

商
工
会
を
中
心
と
し
た
歓
迎
実
行
委

員
会
（
今
度
勝
会
長
）
が
受
け
入
れ

て
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

八
日
の
夕
刻
、
歓
迎
会
場
の
丹
後

あ
じ
わ
い
の
郷
に
到
着
し
た
一
行
を

地
元
の
溝
谷
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
が

出
迎
え
ま
し
た
。 

 

歓
迎
式
で
は
、
今
後
、
薬
草
や
織

物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け

る
協
力
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
そ

の
後
の
交
流
会
で
は
、
ち
り
め
ん
小

唄
踊
り
や
菊
謡
会
に
よ
る
琴
の
演
奏

で
日
本
の
伝
統
文
化
を
紹
介
し
ま
し

た
。 

 

翌
九
日
に
は
、
琴
引
浜
や
立
岩
な

ど
風
光
明
び
な
丹
後
の
名
所
を
訪
れ
、

さ
ら
に
薬
草
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
「
よ
し
野
の
里
」

の
薬
草
園
を
見
学
。
李
副
市
長
は
「
薬

草
を
通
じ
た
交
流
が
今
後
進
む
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
の
意
を
示
さ
れ
、

十
日
に
は
天
橋
立
を
訪
れ
た
後
、
丹

後
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

国民年金
ここがポ

イント 

老後の生活設計　公的年金なしで大丈夫？ 

　国民年金は、生涯にわたって受けることができます。 

　国民年金は、働く世代が高齢者の世代を支えるし

くみです。 

　現在、現役のあなたが高齢者世代を支え、将来高

齢者になったあなたをそのときの現役世代が支えます。 

　そのため、あなたがいくつになっても、生涯にわ

たって年金を受けることができます。 

　国民年金には、老後の生活を保障する老齢年金だ

けでなく、病気や事故で障害が残ったときの障害年

金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族年金な

どもあります。ただし、これらの年金の支給を受け

るためには、必ず国民年金制度に加入して、保険料

を納めていることが必要です。 

国民年金には、物価の上昇を反映する、 

　　　　　　　　物価スライドがあります 
　国民年金は、物価の上昇にあわせて、年金

額も引き上げられます。これは、法律にも明

記されていて、国民年金だからできることです。 

国民年金は、国が運営する制度で、 

　　　年金額の３分の１を国が補助します 

　国民年金制度は、長期的な視点に立ち、将

来を見据えて、国が責任をもって運営します。 

　そして、国民年金については、年金額の３

分の１を国から補助します。つまり、年金額

の３分の１が、お得な勘定となります。 

国民年金の保険料は、全額、 

　　　　社会保険料控除の対象となります 
　国民年金の保険料は、確定申告の際、全額

社会保険料控除として認められています。 

国民年金は、終身保障されます 

国民年金には、 

　　　障害年金・遺族年金もあります 



平成17年５月 広報きょうたんご 

17

指
導
員
の
知
識
向
上
目
指
す 

　
　
市
交
通
安
全
指
導
員
会 

　
市
交
通
安
全
指
導
員
会
は
昨
年

四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
毎
月
市

内
各
地
で
交
通
立
番
を
は
じ
め
、

交
通
教
室
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
運

動
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
験

型
の
夜
間
学
習
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
交
通
安
全
期
間
中
に
は
、

交
通
安
全
啓
発
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
交
通
安
全
指
導
員
の
交

通
安
全
知
識
の
向
上
を
目
的
に
、

京
都
府
警
が
行
う
研
修
会
に
参
加

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
研
修

会
に
参
加
し
て
多
く
の
知
識
を
身

に
付
け
た
指
導
員
が
交
通
安
全
の

啓
発
を
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

京丹後市交通安全指導員会 

中川芳隆会長 

京丹後ちりめん祭での交通安全パレード
（4月10日、網野町網野） 

安全運転大会では、自転車の乗り方を指導員が

厳しくチェック（4月6日、峰山自動車学校） 

高齢者の交通事故をなくしましょう 
 高齢者のみなさんは・・・ 
　◆道路を渡るときは安全確認！ 

　◆夜間は反射材利用！ 

　◆絶対しない信号無視！ 

　◆定期的に運動能力確認！ 
 ドライバーのみなさんは・・・ 
　◆高齢者の動きに充分注意！ 

　◆高齢者のそばでは安全な距離確保！ 

自転車に乗るときはマナーを守りましょう 
 自転車に乗るときは・・・ 
　◆歩道は通行可能な区間を 

　◆歩道は車道側を徐行 

　◆歩道は歩行者の通行を妨げない 

　◆歩道は歩行者の安全確保！ 

　◆夜間はライト点灯！ 

　◆絶対しない携帯電話！ 

　◆交差点では安全確認！ 

通
学
生
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
交
通
安

全
を
訴
え
る
指
導
員（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
甲
山
駅
） 

　
交
通
安
全
運
動
期
間
初
日
の
六

日
に
は
Ａ
コ
ー
プ
久
美
浜
店
（
久

美
浜
町
向
町
）
駐
車
場
で
交
通
安

全
運
動
ス
タ
ー
ト
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
市
交

対
協
か
ら
収
入
役
が
「
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
活
動
を
推

進
し
、
関
係
機
関
と
の
横
の
繋
が

り
を
密
に
し
な
が
ら
、
交
通
事
故

の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
京
丹
後
警
察
署

八
十
原
（
や
す
は
ら
）
副
署
長
は

「
交
通
事
故
は
起
こ
し
た
く
て
起

こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
不
注

意
に
よ
っ
て
起
き
て
し
ま
っ
て
い

る
。
一
件
で
も
不
幸
な
交
通
事
故

を
な
く
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の

啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
市

民
へ
の
注
意
喚
起
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
買
い
物

客
に
チ
ラ
シ
を
な
ど
を
配
っ
た
り
、

「
交
通
安
全
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ

り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
り
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

事
故
発
生
件
数
や 

　  

負
傷
者
数
は
増
加 

　
平
成
十
六
年
は
全
国
的
に
は
交

通
事
故
死
者
数
は
下
回
っ
て
い
ま 

す
。
京
丹
後
市
で
も
同
様
の
結
果 

と
な
り
死
者
数
に
つ
い
て
は
平
成

十
五
年
に
は
八
人
で
し
た
が
平
成

十
六
年
は
七
人
と
い
う
結
果
で
し

た
。 

　
し
か
し
、
人
身
事
故
の
発
生
件

数
や
、
負
傷
者
数
は
増
加
し
て
い

ま
す
。 

　
昨
年
一
年
間
に
市
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
は
二
百
九
十
五
件
。

平
成
十
五
年
と
比
較
す
る
と
二
十

四
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

負
傷
者
に
つ
い
て
も
、
三
百
八
十

七
人
で
、
前
年
と
比
較
し
て
四
十

三
人
増
加
し
て
い
ま
す
。 

死
者
、
負
傷
者
と
も 

　 

高
齢
者
が
圧
倒
的
多
数 

　
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
死
者
、

負
傷
者
の
い
ず
れ
も
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
か
た
が
圧
倒
的
に

多
く
、
死
者
は
五
人
、
負
傷
者
は

八
十
人
と
な
っ
て
い
ま
す 

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は

高
齢
者
と
周
囲
の
か
た
の
双
方
が
、

高
齢
者
の
交
通
行
動
の
特
徴
を
理

解
し
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
る
こ

と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
件
で
も
不
幸
な
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
高
い
意

識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
者 

　  

安
全
運
転
大
会
を
開
く 

　
四
月
六
日
の
午
後
か
ら
は
、
高

齢
者
の
か
た
に
、
自
転
車
の
安
全

運
転
を
再
確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、

峰
山
自
動
車
学
校
で
「
高
齢
者
自

転
車
安
全
運
転
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
う
ち
中
郡

の
か
た
二
十
七
人
が
参
加
。
同
教

習
所
内
に
設
け
ら
れ
た
特
別
コ
ー

ス
を
、
安
全
に
ル
ー
ル
に
従
っ
て

走
れ
る
か
を
競
い
ま
し
た
。
コ
ー

ス
に
は
六
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
各
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
自
動
車
学
校
の
指
導
員
が

厳
し
く
審
査
し
て
い
ま
し
た
。 

　
競
技
開
始
前
に
は
、
中
郡
自
転

車
組
合
（
谷
口
毅
組
合
長
）
の
十

人
の
組
合
員
が
競
技
用
の
自
転
車

の
安
全
点
検
を
実
施
。
ブ
レ
ー
キ

の
利
き
具
合
や
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧

な
ど
を
一
台
一
台
確
認
し
、
合
格

し
た
自
転
車
に
は
「
点
検
済
」
の

シ
ー
ル
を
は
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
九
日
に
は
、
網
野
自
動

車
教
習
所
で
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
「
高
齢
者
四
輪
・
二
輪
安
全
運

転
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
レ
ー
ド
で 

　 

交
通
安
全
を
訴
え 
 

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
十
日
に

は
、
京
都
府
警
察
音

楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
に
よ
る
交
通
安

全
啓
発
コ
ン
サ
ー
ト

が
峰
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
マ
イ
ン

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
日
に
催

さ
れ
た
「
第
五
十
五

回
京
丹
後
ち
り
め
ん

祭
」
で
は
同
音
楽
隊

な
ど
に
よ
る
交
通
安
全

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
交
通

安
全
関
係
者
ら
は
、
「
ゆ

っ
く
り
走
ろ
う
京
丹
後
市
」

な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
旗
を

持
っ
て
沿
道
の
市
民
に

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。 

通
学
自
転
車
の 

　  

交
通
指
導
も 

 

十
四
日
朝
に
は
、
市
交
通
安
全
指

導
員
会
が
市
内
各
地
で
交
通
立
ち

番
を
行
い
、
通
勤
、
通
学
を
す
る

市
民
に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

　
同
会
久
美
浜
支
部
で
は
、
高
校

生
や
中
学
生
を
対
象
に
通
学
自
転

車
に
対
す
る
街
頭
指
導
を
実
施
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
チ
ラ
シ
を
配

っ
た
り
声
を
か
け
た
り
し
て
安
全

な
自
転
車
走
行
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。 

指
導
員
の
知
識
向
上
目
指
す 

　
　
市
交
通
安
全
指
導
員
会 

　
市
交
通
安
全
指
導
員
会
は
昨
年

四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
毎
月
市

内
各
地
で
交
通
立
番
を
は
じ
め
、

交
通
教
室
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
運

動
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
体
験

型
の
夜
間
学
習
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
交
通
安
全
期
間
中
に
は
、

交
通
安
全
啓
発
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
交
通
安
全
指
導
員
の
交

通
安
全
知
識
の
向
上
を
目
的
に
、

京
都
府
警
が
行
う
研
修
会
に
参
加

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
研
修

会
に
参
加
し
て
多
く
の
知
識
を
身

に
付
け
た
指
導
員
が
交
通
安
全
の

啓
発
を
す
る
こ
と
が
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

京丹後市交通安全指導員会 

中川芳隆会長 

京丹後ちりめん祭での交通安全パレード
（4月10日、網野町網野） 

安全運転大会では、自転車の乗り方を指導員が

厳しくチェック（4月6日、峰山自動車学校） 

高齢者の交通事故をなくしましょう 
 高齢者のみなさんは・・・ 
　◆道路を渡るときは安全確認！ 

　◆夜間は反射材利用！ 

　◆絶対しない信号無視！ 

　◆定期的に運動能力確認！ 
 ドライバーのみなさんは・・・ 
　◆高齢者の動きに充分注意！ 

　◆高齢者のそばでは安全な距離確保！ 

自転車に乗るときはマナーを守りましょう 
 自転車に乗るときは・・・ 
　◆歩道は通行可能な区間を 

　◆歩道は車道側を徐行 

　◆歩道は歩行者の通行を妨げない 

　◆歩道は歩行者の安全確保！ 

　◆夜間はライト点灯！ 

　◆絶対しない携帯電話！ 

　◆交差点では安全確認！ 

通
学
生
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
交
通
安

全
を
訴
え
る
指
導
員（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
甲
山
駅
） 
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交
通
安
全
運
動
期
間
初
日
の
六

日
に
は
Ａ
コ
ー
プ
久
美
浜
店
（
久

美
浜
町
向
町
）
駐
車
場
で
交
通
安

全
運
動
ス
タ
ー
ト
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
市
交

対
協
か
ら
大
下
収
入
役
が
「
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
活
動

を
推
進
し
、
関
係
機
関
と
の
横
の

繋
が
り
を
密
に
し
な
が
ら
、
交
通

事
故
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
京
丹
後
警

察
署
八
十
原
（
や
す
は
ら
）
副
署

長
は
「
交
通
事
故
は
起
こ
し
た
く

て
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
し
ま
っ

て
い
る
。
一
件
で
も
不
幸
な
交
通

事
故
を
な
く
す
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
市
民
へ
の
注
意
喚
起
が
重
要
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
買
い
物

客
に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
た
り
、

「
交
通
安
全
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ

り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
り
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

事
故
発
生
件
数
や 

　  

負
傷
者
数
は
増
加 

　
平
成
十
六
年
は
全
国
的
に
は
交

通
事
故
死
者
数
は
下
回
っ
て
い
ま 

す
。
京
丹
後
市
で
も
同
様
の
結
果 

と
な
り
、
死
者
数
に
つ
い
て
は
平

成
十
五
年
は
八
人
で
し
た
が
、
平

成
十
六
年
は
七
人
と
い
う
結
果
で

し
た
。 

　
し
か
し
、
人
身
事
故
の
発
生
件

数
や
、
負
傷
者
数
は
増
加
し
て
い

ま
す
。 

　
昨
年
一
年
間
に
市
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
は
二
百
九
十
五
件
。

平
成
十
五
年
と
比
較
す
る
と
二
十

四
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

負
傷
者
に
つ
い
て
も
、
三
百
八
十

七
人
で
、
前
年
と
比
較
し
て
四
十

三
人
増
加
し
て
い
ま
す
。 

死
者
、
負
傷
者
と
も 

　 

高
齢
者
が
圧
倒
的
多
数 

　
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
死
者
、

負
傷
者
の
い
ず
れ
も
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
か
た
が
圧
倒
的
に

多
く
、
死
者
は
五
人
、
負
傷
者
は

八
十
人
と
な
っ
て
い
ま
す 

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は

高
齢
者
と
周
囲
の
か
た
の
双
方
が
、

高
齢
者
の
交
通
行
動
の
特
徴
を
理

解
し
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
る
こ

と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
件
で
も
不
幸
な
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
高
い
意

識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

高
齢
者 

　  

安
全
運
転
大
会
を
開
く 

　
四
月
六
日
の
午
後
か
ら
は
、
高

齢
者
の
か
た
に
、
自
転
車
の
安
全

運
転
を
再
確
認
し
て
も
ら
お
う
と
、

峰
山
自
動
車
学
校
で
「
高
齢
者
自

転
車
安
全
運
転
大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
う
ち
旧
中

郡
の
か
た
二
十
七
人
が
参
加
。同
教

習
所
内
に
設
け
ら
れ
た
特
別
コ
ー 

郡
単
位
か
ら
旧
町
単
位
で
活
動 

　
　
京
丹
後
交
通
安
全
協
会 

　
こ
れ
ま
で
、
三
警
察
署
に
あ
っ

た
交
通
安
全
協
会
が
警
察
署
の
再

編
に
合
わ
せ
、
四
月
一
日
に
京
丹

後
交
通
安
全
協
会
と
し
て
新
た
に

発
足
し
ま
し
た
。 

　
協
会
と
し
て
は
、
警
察
署
、
市

と
協
力
し
て
交
通
安
全
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
警
察
署
を
単
位

と
し
て
、
中
郡
、
竹
野
郡
、
熊
野

郡
の
各
協
会
が
あ
り
ま
し
た
。
市

交
通
安
全
協
会
で
は
、
旧
六
町
を

単
位
に
交
通
安
全
協
会
の
支
部
を

置
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

体
制
の
中
で
、
支
部
長
さ
ん
を
中

心
に
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　 

　
「
愛
・
お
も
い
や
り
・
ゆ
ず
り
愛
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
四
月

六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
各
地
で
は
、
街
頭
啓
発
や
安
全
運
転
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活
動
が
、
市
交
通
対
策
協
議
会
（
会

長
・
京
丹
後
市
長
）
や
京
丹
後
交
通
安
全
協
会
（
瀬
戸
博
孝
会
長
）
、

京
丹
後
警
察
署
（
井
手
輝
喜
署
長
）
、
さ
ら
に
市
内
の
各
団
体
な

ど
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

京丹後交通安全協会 

瀬戸博孝会長 

チラシなどを手渡し交通安全をＰＲ 

交通安全呼び掛け交通安全呼び掛け 交通安全呼び掛け交通安全呼び掛け 交通安全呼び掛け交通安全呼び掛け 交通安全呼び掛け 
春の全国交通安全運動 

市内各地で街頭啓発など市内各地で街頭啓発など 市内各地で街頭啓発など 
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昼
休
み
に
窓
口
が
利
用
で
き
な
い

の
は
お
か
し
い
と
思
う 

　
知
人
が
午
前
十
一
時
ご
ろ
市
民
局
を
訪
れ

た
際
、
「
午
前
の
受
け
付
け
は
終
わ
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由
は
「
午

前
の
分
の
仕
事
が
さ
ば
け
な
い
の
で
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
休
日
に
利
用
で
き
な
い
ば
か

り
か
、
昼
休
み
も
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い

の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

昼
休
み
は
当
番
制
で 

対
応
し
て
い
ま
す 

　
市
民
局
で
は
、
昼
休
み
で
あ
っ
て
も
手
続

き
に
こ
ら
れ
た
市
民
の
か
た
に
対
応
す
る
よ

う
、
昼
休
み
当
番
職
員
を
配
置
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
税
の
申
告
期
間
に
は
、
申
告
相
談
の
待
ち

時
間
を
短
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
午
前
は
八

時
三
十
分
か
ら
、
午
後
は
一
時
か
ら
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
相
談
に
応

じ
ら
れ
る
人
数
を
予
測
し
番
号
札
を
備
え
付

け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
ご
指
摘
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
改
善
に
努
め
ま
す
。 

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
行
財
政
改
革
を
す

す
め
る
中
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め

ざ
し
た
業
務
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
平
日
の
昼
間
に
窓
口
利
用
が
困
難

な
か
た
も
多
く
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
や
、
土
日
、
休

日
の
窓
口
対
応
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】 

議
会
中
継
の
映
像
は 

鮮
明
に
な
り
ま
せ
ん
か 

　
市
議
会
で
は
、
各
議
員
が
活
発
な
質
問
や

提
案
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
を
プ
ラ

ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
見
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
議
員
や
市
長
の
顔
が
ぼ
や
け
て
よ
く
見

え
ま
せ
ん
。 

　
議
会
中
継
は
、
京
丹
後
市
の
顔
を
映
し
て

い
ま
す
。
中
心
地
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
市
民

や
傍
聴
に
い
け
な
い
市
民
の
た
め
、
よ
り
鮮

明
な
画
像
で
の
中
継
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

中
継
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
見
や
す

い
工
夫
に
心
掛
け
て
い
ま
す 

　
議
会
中
継
は
、
昨
年
の
六
月
定
例
会
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
三
月
定
例
会
か
ら
は
、

恒
常
的
な
中
継
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
議
場
の

前
後
に
一
台
ず
つ
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
放

映
し
て
い
ま
す
。
三
月
十
一
日
の
一
般
質
問

初
日
は
、
シ
ス
テ
ム
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
た
最
中
で
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
画
面
が

不
鮮
明
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
質
問

二
日
目
に
は
色
の
濃
淡
を
つ
け
画
面
を
少
し

明
る
く
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
三
日
目
に
は
市

長
が
答
弁
す
る
際
に
ア
ッ
プ
で
写
し
出
す
な

ど
ご
覧
い
た
だ
き
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。 

　
今
後
と
も
、
ご
覧
い
た
だ
き
や
す
く
な
る

よ
う
な
努
力
、
工
夫
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
議
会
総
務
課
】 

職
員
へ
の
喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を 

　
先
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
と
き
、
喫
煙
場

所
以
外
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
職
員
の
か

た
が
い
ま
し
た
。
一
昨
年
の
五
月
に
は
健
康

贈
進
法
も
施
行
さ
れ
、
分
煙
は
世
間
の
常
識

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

【
Ｆ
・
Ｔ
さ
ん
】 

 

マ
ナ
ー
を
徹
底
す
る
と
と
も
に 

喫
煙
場
所
の
見
直
し
を
行
い
ま
す 

　
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
職
員
の

喫
煙
マ
ナ
ー
で
不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と

に
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
職
員
に
対

し
て
喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
改
め
て
強
く
指

導
し
ま
す
。
各
庁
舎
で
は
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
庁
舎
の
構
造
的
な
事
情

も
あ
り
、
十
分
な
排
煙
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。 

　
各
庁
舎
の
喫
煙
場
所
の
調
査
を
行
い
、
受

動
喫
煙
に
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
や
喫
煙
コ

ー
ナ
ー
の
見
直
し
を
十
分
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。 

【
職
員
課
】 

旧
久
美
浜
町
役
場
の
改
修
の
目
的

は
図
書
室
利
用
で
は
な
か
っ
た
か 

　
旧
久
美
浜
町
役
場
庁
舎
の
利
用
希
望
団
体

募
集
を
「
お
し
ら
せ
版
」
で
知
り
ま
し
た
。

旧
庁
舎
の
改
修
が
は
じ
ま
っ
た
当
初
、
図
書

室
と
郷
土
資
料
館
を
か
ね
た
も
の
に
な
る
ら

し
い
と
う
わ
さ
に
聞
き
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
は
何
の
た
め
だ
っ
た
の
か
と

が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。 

【
Ｏ
さ
ん
】 

設
備
面
な
ど
の
関
係
で
現
時
点
で

の
図
書
室
利
用
は
見
送
り
ま
し
た 

　
旧
久
美
浜
町
で
は
、
旧
役
場
庁
舎
を
合
併

後
に
図
書
室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
庁
舎 

Ａ Ｑ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

市民局では昼休みも当番制で対応（写真は峰山市民局） 
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一
階
部
分
と
外
壁
な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
図
書
室
を
設
置
し
た
場
合
、

ト
イ
レ
や
保
安
設
備
な
ど
に
不
備
が
あ
る
ほ

か
、
図
書
室
管
理
に
か
か
る
職
員
が
配
置
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
の
図
書
室
の

利
用
は
で
き
な
い
と
の
判
断
に
い
た
り
ま
し

た
。 

　
し
か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

た
建
物
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
場
、
交
流
、

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
な
い

か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
の

事
情
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
久
美
浜
市
民
局
地
域
総
務
課
】 

弥
栄
病
院
の
売
店
を 

土
日
も
開
け
て
く
だ
さ
い 

　
弥
栄
病
院
の
売
店
は
、
土
日
が
休
み
で
不

便
で
す
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
し
て
営
業

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。 

【
無
記
名
】 

お
昼
過
ぎ
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す 

喫
茶
店
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い 

　
売
店
に
つ
い
て
は
、
土
曜
、
日
曜
は
お
昼

過
ぎ
ま
で
喫
茶
店
に
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
再
度
、

広
報
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
土
曜
、
日
曜

の
午
後
も
含
め
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
の
可

能
性
を
検
討
す
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
よ
り

多
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

【
弥
栄
病
院
】 

病
院
で
の
待
ち
時
間
が
長
過
ぎ
る 

　
病
院
で
、
午
前
九
時
に
受
け
付
け
を
し
て

い
る
の
に
、
午
後
一
時
に
な
っ
て
も
診
察
の

順
番
に
な
ら
な
い
。
遅
す
ぎ
る
。
本
当
に
つ

ら
い
患
者
は
待
っ
て
い
る
時
間
も
つ
ら
い
。 

【
無
記
名
】 

重
要
な
課
題
と
位
置
付
け
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
向
け
努
力
し
ま
す 

　
弥
栄
病
院
で
は
、
午
前
七
時
三
十
分
か
ら

自
動
再
来
受
付
器
で
受
付
さ
れ
た
順
番
に
診

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
救
急
な
ど

病
状
に
よ
り
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難

な
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
看
護
師
に
そ
の
旨

を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
優
先
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
あ
っ
た
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、

病
院
と
し
て
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
て
い

く
う
え
で
重
要
な
課
題
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
待
ち
時
間
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
今

後
と
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
弥
栄
病
院
】 

病
院
へ
の
救
急
医
療
体
制
の
指
導

を
願
う 

　
弥
栄
病
院
は
休
日
の
救
急
患
者
を
断
る
こ

と
が
多
い
。
理
由
は
ベ
ッ
ド
が
満
床
と
の
こ

と
だ
が
そ
う
は
思
え
な
い
。
医
療
事
業
部
に

病
床
利
用
率
を
確
認
し
た
が
即
答
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
病
院
に
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
の
は
腹
立
た
し
い
。
救
急
患
者

に
つ
い
て
は
ま
ず
診
察
し
、
必
要
で
あ
れ
ば

他
の
医
療
機
関
に
搬
送
す
る
措
置
を
と
る
べ

き
だ
。
管
理
者
で
あ
る
市
は
病
院
に
対
し
て

し
っ
か
り
と
指
導
願
い
た
い
。 

【
市
内
・
男
性
】  

可
能
な
限
り
の
救
急
患
者
受
入
体

制
を
構
築
し
ま
す 

　
弥
栄
病
院
は
救
急
告
示
病
院
と
し
て
、
救

急
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
基
本
的
に
全
て
受
け

入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
手

術
中
で
あ
っ
た
り
、
救
急
患
者
さ
ん
が
重
な

っ
た
り
す
る
場
合
や
、
担
当
専
門
医
師
の
勤

務
配
置
の
状
況
、
救
急
患
者
さ
ん
の
状
態
を

考
え
、
他
の
医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
適
切
と

判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
お

断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
病
床
の
利
用
は
小
児
病
棟
、
療
養
病
棟
を

除
き
ほ
ぼ
満
床
の
状
態
が
多
い
と
は
い
え
、

基
本
的
に
は
、
救
急
医
療
に
対
す
る
当
病
院

の
責
務
か
ら
も
、
ご
指
摘
の
と
お
り
可
能
な

限
り
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
救
急

医
療
に
対
す
る
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。 

　
医
師
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
一
層
の

医
師
の
確
保
・
充
実
に
努
め
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ま
す
ま
す

信
頼
さ
れ
る
医
療
環
境
を
確
立
す
る
た
め
、

二
次
医
療
圏
（
宮
津
市
以
北
二
市
四
町
）
の

す
べ
て
の
医
療
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
安

心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。 

【
地
域
医
療
課
】 

Ｑ 

Ａ Ｑ Ａ 

Ｑ 

Ａ 

弥栄病院に設置してある自動再来受付器と診

療科ごとの受付状況を示すモニター（中央） 

今後の活用が期待される旧久美浜町役場庁舎 

（久美浜町栄町） 

平成17年５月 
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元
大
宮
町
議
会
議
長
の
安
味
正
己
さ
ん
（
大
宮

町
上
常
吉
）
が
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、

三
月
二
十
二
日
に
府
峰
山
総
合
庁
舎
で
、
中
村
彰

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
勲
章
と
勲
記
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
安
味
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
大
宮
町

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
三
期
十
二
年
の
永
き

に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

ら
れ
た
ほ
か
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
か
ら
昭
和
四

十
八
年
七
月
ま
で
の
二
年
あ
ま
り
の
間
は
同
議
会

議
長
と
し
て
卓
越
し
た
見
識
と
指
導
力
に
よ
り
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
宮
町
教
育
委
員
会
委
員
や
農
業
委
員

会
委
員
、
住
宅
改
良
資
金
貸
付
審
議
会
委
員
な
ど

も
歴
任
さ
れ
、
教
育
振
興
、
農
業
振
興
に
多
大
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

元
大
宮
町
議
会
議
長

元
大
宮
町
議
会
議
長 

安
味
正
己
さ
ん

安
味
正
己
さ
ん 

旭
日
単
光
章
を
受
章

旭
日
単
光
章
を
受
章 

元
大
宮
町
議
会
議
長 

安
味
正
己
さ
ん 

旭
日
単
光
章
を
受
章 

安味正己さん 

　
四
月
十
七
日
、
吉
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
峰
山
町
安
）
で
市
消
防
団
（
　
岡
孝

団
長
・
千
七
百
八
十
九
人
）
に
よ
る
指
導

員
教
養
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
は
、
合
併
前
の
各
町
消
防

団
で
違
い
の
あ
っ
た
号
令
の
か
け
か
た
な

ど
の
訓
練
形
式
の
統
一
を
図
る
と
と
も
に

指
導
員
と
し
て
の
的
確
・
機
敏
な
動
作
の

再
認
識
を
目
的
と
す
る
も
の
。
当
日
は
、

市
消
防
団
指
導
員
会
（
上
田
幸
男
指
導
員

長
・
七
十
九
人
）
の
警
防
担
当
指
導
員
六

十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
午
前
九
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
訓
練
で

は
　
岡
団
長
が
「
今
回
、
六
町
指
導
員

そ
ろ
っ
て
の
初
め
て
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

こ
の
訓
練
を
契
機
に
団
員
に
対
す
る
統

一
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
と
訓
示
。
続
い
て
、
上
田
指
導

員
長
の
指
揮
で
各
個
訓
練
と
小
隊
訓
練
（
停

止
間
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
一
隊
約
二
十
人
で
編
成
さ

れ
た
小
隊
に
分
か
れ
て
実
施
。
各
隊
員
は
、

指
揮
者
の
号
令
に
よ
り
、
的
確
・
機
敏

な
動
作
で
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。 

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
中
西
副
団
長
が
「
各

訓
練
と
も
よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。
さ

す
が
に
指
導
員
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
年
度
は
各
町
で
の
訓
練
の
ほ
か
、
市

総
合
防
災
訓
練
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
員
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
訓
練
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
講
評
し
ま

し
た
。 

各
個
訓
練 

　
個
人
の
規
律
を
養
い
、
確
実
軽
快
な
動

作
を
習
熟
し
、
厳
正
な
態
度
を
身
に
つ
け

て
、
部
隊
訓
練
の
基
礎
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
基
本
の
姿
勢
（
気
を

付
け
）
、
整
列
休
め
、
右
（
左
）
向
け
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

小
隊
訓
練 

　
部
隊
訓
練
の
一
つ
で
、
部
隊
の
団
結
力
、

規
律
、
志
気
お
よ
び
協
同
動
作
を
向
上
し
、

正
確
で
軽
快
な
行
動
を
訓
練
す
る
と
と
も

に
、
指
揮
者
の
指
揮
能
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
停
止
し
た
状
態

で
行
う
部
隊
の
方
向
変
換
や
隊
形
の
変
換

（
停
止
間
）
と
、
行
進
し
な
が
ら
行
う
部

隊
の
方
向
変
換
や
隊
形
の
変
換
（
行
進
間
）

が
あ
り
ま
す
。 

消
防
団
指
導
員
が
教
養
訓
練 

4月17日 

訓
練
形
式
の
統
一
を
図
る 

見事にそろった敬礼を行う指導員（各個訓練） 

機敏な動作での隊形変換（小隊訓練） 

使
用
で
き
る
の
は
公
共
的
団
体 

　
こ
の
要
綱
で
は
、
使
用
で
き
る
団
体
を
公

共
的
団
体
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
市
が
執
行
す
る
事
務
ま
た
は
事
業
と
密
接

に
関
係
す
る
団
体
」
で
、
か
つ
「
市
内
全
域

ま
た
は
旧
町
区
域
を
対
象
に
構
成
さ
れ
た
福

祉
、
教
育
、
産
業
、
自
治
な
ど
の
関
係
団
体

と
そ
の
支
部
等
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

使
用
目
的
も
、
「
団
体
の
活
動
目
的
お
よ
び

公
共
の
福
祉
向
上
の
目
的
に
即
し
た
も
の
」

と
し
て
い
ま
す
。 

使
用
範
囲
拡
大
に
市
民
の
多
く
の
要
望 

　
市
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
団
体
使
用
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
に
は
い
く
つ
か
の
町
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
車
両
の
維
持

管
理
上
の
問
題
や
、
「
自
家
用
自
動
車
を
有

償
で
運
送
の
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

い
う
道
路
運
送
法
の
規
定
を
踏
ま
え
、
運
行

用
途
を
市
が
行
う
事
業
、
社
会
教
育
団
体
が

行
う
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
範

囲
に
と
ど
め
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
団
体
使
用
の

範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
多
く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、

で
き
る
だ
け
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
使
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。 

三
か
月
前
か
ら
申
請
を
受
け
付
け 

　
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
使
用
希
望
日

の
属
す
る
月
の
三
か
月
前
の
月
の
初
日
か
ら
、

使
用
希
望
日
の
七
日
前
ま
で
に
「
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
使
用
申
込
書
」
を
団
体
を
所
管
し
て
い

る
担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、

適
当
と
認
め
た
場
合
、
使
用
承
認
書
を
発
行

し
ま
す
。
こ
の
承
認
書
は
、
バ
ス
利
用
時
に

運
転
者
に
提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

た
め
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
バ
ス
の
使
用
は
、
公
有
財
産
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
が
行
う

事
業
な
ど
で
使
用
す
る
場
合
は
お
使
い
い
た

だ
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

費
用
は
運
行
事
業
者
へ
直
接
支
払
い 

　
バ
ス
の
運
転
は
、
市
が
委
託
す
る
道
路
運

送
事
業
者
の
運
転
者
が
行
い
ま
す
。
使
用
団

体
内
に
バ
ス
運
転
可
能
な
資
格
を
有
す
る
か

た
が
い
る
場
合
で
も
同
様
で
す
。 

　
運
転
に
か
か
る
委
託
料
や
、

燃
料
代
、
有
料
道
路
の
通

行
料
な
ど
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
使
用
団
体
で
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
委
託
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
使
用

団
体
が
直
接
、
委
託
先
で

あ
る
道
路
運
送
事
業
者
に

支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。 
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詳しくは、総務部総務課 

☎69-0140 

にお問い合わせください 

乗車定員　29人 乗車定員　42人 乗車定員　29人 

　
市
で
は
、
市
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
の
団
体
使

用
に
関
す
る
手
続
き
や
条
件
な
ど
を
定
め
た
要
綱
を
制
定
。
団
体
使
用

の
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
年
四
月
か
ら
、
三
台
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
つ
い
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
要
綱
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
公
共
的
団
体
が
使
用
す
る
こ
と

で
、
公
有
財
産
の
有
効
利
用
と
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。 

  

今年４月から今年４月から 今年４月から 

市所有マイクロバス市所有マイクロバス 市所有マイクロバス 

団体使用の範囲を拡大団体使用の範囲を拡大 団体使用の範囲を拡大団体使用の範囲を拡大 団体使用の範囲を拡大 
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健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に 

　
〜
住
民
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
〜

　
〜
住
民
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
〜 

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に 

　
〜
住
民
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
〜 

久美浜病院 

　奥田　聖介医師 

　 

　循環器内科 

　内科一般 

あなたの健康 

　　応援します 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

悪い生活習慣 

体内の異常 

生活習慣病 

機能障害、死亡 

住
民
検
診
で
発
見 

図１　生活習慣から 
　　　発病への経過 

　
住
民
検
診
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
住
民
検
診
は
、
身
体
の

異
常
を
早
く
発
見
し
、
病
気
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
図
１
が
示
し
ま
す
よ
う
に
、
毎

日
の
生
活
で
「
悪
い
生
活
習
慣
」

（
例
え
ば
、
偏
っ
た
食
事
、
運
動

不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
過
度

の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
、
歯
の
不
摂

生
）
を
続
け
て
い
る
と
、「
体
内
の

異
常
」
が
生
じ
、
こ
れ
を
放
置
し

て
お
く
と
「
生
活
習
慣
病
」
を
発

病
し
、
さ
ら
に
「
機
能
障
害
」
が

残
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
「
死

亡
」
へ
と
進
み
ま
す
。
こ
の
「
体

内
の
異
常
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

が
、
住
民
検
診
で
す
。 

　
健
康
で
長
生
き
を
す
る
た
め
に

は
、
矢
印
を
下
に
進
め
な
い
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
は
、
住
民
検
診
を

受
け
て
「
体
内
の
異
常
」
を
早
く

発
見
し
て
、
そ
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
「
悪
い
生
活
習
慣
」
を
改
善

し
、
早
め
に
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
住
民
検
診
を
受
け
る
意
義

は
、
病
気
や
機
能
障
害
を
予
防
し
、

で
き
る
だ
け
寝
た
き
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
で
実
施
さ
れ

て
い
る
住
民
検
診
は
、
基

本
健
康
診
査
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、
乳

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症

な
ど
の
各
検
診
を
一
日
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
一
日
で
あ

な
た
の

身
体
の

健
康
チ

ェ
ッ
ク

が
で
き

ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
保
健
師
に
よ
っ
て

個
別
に
生
活
習
慣
の
指
導
が
な
さ

れ
ま
す
。
京
丹
後
市
で
は
、
こ
の

よ
う
に
行
き
届
い
た
検
診
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
住
民
検
診
は
、
年

に
一
回
の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
れ
と
同
時
に
、
受
診
後
、
保

健
師
の
指
導
を
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
高
血

圧
症
で
要
指
導
と
指
摘
さ
れ
、
日

常
生
活
に
注
意
し
た
か
た
と
、
し

な
か
っ
た
か
た
の
一
年
後
の
血
圧

の
変
化
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
図
２

に
示
し
ま
す
よ
う
に
、
注
意
し
た

か
た
は
一
年
後
に
血
圧
が
下
が
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
注
意
し
な

か
っ
た
か
た
は
、
一
年
後
に
血
圧

が
上
昇
傾
向
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
く
高
脂

血
症
で
要
医
療

と
指
摘
さ
れ
、

医
療
機
関
を
受

診
し
た
か
た
と
、
し
な
か
っ
た
か

た
の
一
年
後
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
値
の
変
化
は
、
図
３
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
し
た
か

た
は
、
一
年
後
の
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
が
明
ら
か
に
下
が
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
受
診
し
な
か
っ

た
か
た
は
、
一
年
後
の
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
結
果
か
ら
わ
か
り
ま
す
よ

う
に
、
事
後
指
導
を
自
分
自
身
の

も
の
と
し
て
取
り
入
れ
る
か
、
あ

る
い
は
放
置
す
る
か
に
よ
っ
て
、

検
診
の
効
果
に
大
き
な
差
が
で
て

き
ま
す
。 

　
病
気
の
予
防
と
自
分
自
身
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
ま
ず
住

民
検
診
を
受
け
る
こ
と
、
受
け
た

後
は
、
事
後
指
導
を
き
っ
ち
り
と

守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

図３　高脂血症で要医療　総コレステロール 

医療機関受診の有無による総コ 
レステロール値の１年後の変化 

医療機関を 
受診したかた 

医療機関を受診 
しなかったかた 

（mg/dl） 

300

250

200

150

0

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

P＜0.01

P＜0.01 P＜0.01：有意差あり 

150

100

50

0

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

（
１
年
後
） 

NS

NS

NS

P＜0.01：有意差あり NS：有意差なし 

図２　高血圧症で要指導 
　　　生活習慣に注意したかたと、注意しなかったかたの１年後の血圧の変化 

生活習慣に注意しなかったかた 生活習慣に注意したかた 

〈収縮期血圧〉 〈拡張期血圧〉 〈平均血圧〉 〈収縮期血圧〉 〈拡張期血圧〉 〈平均血圧〉 

（㎜Hg） 

P＜0.01

P＜0.01

P＜0.01
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先
月
号
で
は
、
下
水
道
に
接

続
し
て
い
た
だ
く
場
合
の
「
受
益

者
分
担
金
制
度
」
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
受

益
者
の
申
告
方
法
に
つ
い
て
「
Ｑ

＆
Ａ
」
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　 　
受
益
者
は
？ 

　
原
則
と
し
て
、
供
用
開
始
時

点
に
お
い
て
、
下
水
道
な
ど

の
計
画
区
域
内
に
あ
り
ま
す
、

公
共
汚
水
ま
す
を
設
置
さ
れ

た
建
物
の
所
有
者
の
か
た
に

な
り
ま
す
。 

　 　
貸
家
や
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
、

だ
れ
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
か
。 

　
建
物
の
所
有
者
（
貸
人
）

の
か
た
が
受
益
者
と
な

り
ま
す
。 

 

　
借
地
の
上
に
持
ち
家
を

建
て
て
い
る
場
合
は
、

だ
れ
が
受
益
者
と
な
り

ま
す
か
。 

　
建
物
の
所
有
者
の
か
た
が
、

受
益
者
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
受
益
者
申
告

の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め

土
地
の
所
有
者
の
か
た

と
協
議
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

　
店
舗
な
ど
は
受
益
者
分
担
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
か
。 

　
店
舗
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

公
共
汚
水
ま
す
を
設
置
さ
れ

た
建
物
は
受
益
者
分
担
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

　
す
で
に
受
益
者
分
担
金
を
納

付
済
の
建
物
を
壊
し
て
、
同

じ
場
所
に
新
築
す
る
場
合
、

受
益
者
分
担
金
を
あ
ら
た
め

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
。 

　
こ
の
場
合
は
、
受
益
者
分
担

金
の
納
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします大きな役割を果たします 

下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします 

豊かな自然環境を守る 
　下水道シリーズ 

下水道　利用者の声 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
山
町
　
女
性 

　
私
た
ち
は
、
二
人
あ
わ
せ
て
百
五
十
歳
の
老
人
世
帯
で
す
。 

　
毎
日
、
ト
イ
レ
で
座
っ
た
り
立
っ
た
り
す
る
際
、
ひ
ざ
や

足
首
、
腰
が
痛
く
難
儀
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
下
水
道
に
接

続
し
洋
式
ト
イ
レ
に
し
て
か
ら
は
、
た
い
へ
ん
楽
に
な
り
ま

し
た
。
冬
季
も
便
座
は
暖
か
く
、
温
水
が
出
て
洗
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
便
槽
に
糞
尿

が
な
い
こ
と
か
ら
悪
臭
が
ま
っ
た
く
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
我
が
家
が
隣
家
と
密
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

風
向
き
に
よ
っ
て
に
お
い
が
隣
家
に
流
れ
、
た
い
へ
ん
ご
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
安
心
で
す
。 

　
ま
た
、
台
所
と
お
風
呂
、
洗
濯
の
水
も
下
水
道
に
流
れ
る

こ
と
か
ら
、
我
が
家
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
は
、
側
溝
を
流
れ

る
こ
と
が
な
く
、
側
溝
を
流
れ
る
の
は
雨
水
だ
け
と
な
り
、

梅
雨
時
の
悪
臭
も
気
に
な
り
ま
せ
ん
。 

　
下
水
道
を
接
続
し
た
こ
と
で
、
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
網
野
町
　
女
性 

　
我
が
家
は
、
家
の
改
修
を
機
に
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し

た
。 

　
最
も
よ
か
っ
た
と
思
え
る
場
所
は
、
や
は
り
ト
イ
レ
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
臭
い
が
な
く
な
り
、
清
潔
感
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
「
落
ち
そ
う
」
と
い

う
恐
怖
心
も
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
確
か
に
改
修
、
維
持
費
は
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

先
、
毎
日
使
う
場
所
で
あ
り
、
ま
た
年
を
と
っ
て
か
ら
も
使

い
勝
手
の
よ
い
ト
イ
レ
に
な
っ
た
こ
と
を
、
家
族
全
員
、
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ａ Ｑ Ａ Ｑ Ａ Ｑ 

Ａ Ｑ Ａ Ｑ 
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峰山幼稚園 

峰山小学校 

五箇小学校 

大宮第二小学校 

豊栄小学校 

宇川小学校 

海部小学校 

佐濃小学校 

峰山中学校 

宇川中学校 

田中　靖子 

神木　早苗 

倉田　健一 

西村　淑子 

梅上　淳司 

田中千江子 

井上　敏子 

安田寿美子 

鵜飼　昭好 

中川由美子 

佐々木博子 

（峰山保育所） 

（久美浜病院） 

（網野中学校） 

（峰山中学校） 

（大宮中学校） 

（五箇小学校） 

（豊栄小学校） 

（佐濃小学校） 

（峰山小学校） 

（久美浜病院） 

（宇川小学校） 

峰山保育所 

吉原保育所 

五箇保育所 

長岡保育所 

新山保育所 

丹波保育所 

口大野保育所 

 

大宮南保育所 

 

河辺保育所 

善王寺保育所 

網野保育所 

 

網野みなみ 

保育所 

 

浅茂川保育所 

島津保育所 

たちばな 

保育所 

間人保育所 

豊栄保育所 

上宇川保育所 

下宇川保育所 

吉野保育所 

溝谷保育所 

黒部保育所 

鳥取保育所 

和田野保育所 

久美浜保育所 

田村保育所 

湊保育所 

 

 

所長 

 

所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長 

 

 

所長補佐 

 

 

 

所長 

 

 

 

所長 

所長 

所長 

所長 

 

 

 

 

所長 

 

 

所長 

尾崎　厚子 

清水　絵梨 

熱田　輝美 

新井　和美 

和田美穂子 

嶋田かおり 

安達　京子 

寺田　浩子 

梅田千栄子 

大橋　恭子 

松本　順子 

木村夏奈子 

野村三重子 

村上　育子 

糸井　博子 

田中　恵子 

井尻　照子 

藤原　弘子 

永井　望香 

榎本　敬子 

山副　祐子 

深田さよ子 

本井千加子 

行待　豊子 

平林冨美恵 

平井　ゆり 

石田佐保子 

浜上　玉枝 

松本　徳子 

尾崎　直美 

下岡　洋子 

今西　久野 

増馬　温子 

嶋崎さなえ 

田宮美枝子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

（田村保育所） 

（久美浜病院） 

（善王寺保育所） 

（河辺保育所） 

（湊保育所） 

（新規採用） 

（峰山幼稚園） 

（こうりゅう保育所） 

（島津保育所） 

（島津保育所） 

（久美浜保育所） 

（新規採用） 

（網野保育所） 

（浅茂川保育所） 

（吉野保育所） 

（神野保育所） 

（網野みなみ保育所） 

（丹波保育所） 

（湊保育所） 

（新規採用） 

（長岡保育所） 

（和田野保育所野間分園） 

（黒部保育所） 

（豊栄保育所） 

（吉原保育所） 

（溝谷保育所） 

（下宇川保育所） 

（善王寺保育所） 

（間人保育所） 

（新山保育所） 

（新規採用） 

（たちばな保育所） 

（口大野保育所） 

（五箇保育所） 

（網野みなみ保育所） 

 

税　務　課 

市　民　課 

市　民　課 

 

生活福祉課 

生活福祉課 

健康推進課 

　丹後市民局地域福祉課兼職　 

農村整備課 

商工振興課 

（経済産業省派遣） 

土　木　課 

土　木　課 

地域総務課 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

地域事業課 

　農林部農村整備課兼職 

地域事業課 

　農林部農村整備課兼職 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

地域事業課 

　農林部農村整備課兼職 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

地域総務課 

地域福祉課 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

地域事業課 

　農林部農村整備課兼職 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

 

　地域事業課長兼務 

地域事業課 

　農林部農村整備課兼職 

地域事業課 

　建設部土木課兼職 

 

学校教育課 

学校教育課 

学校教育課 

社会教育課 

社会教育課 

文化財保護課 

峰山教育分室 

総　務　部 

生活環境部 

 

 

保健福祉部 

 

 

農　林　部 

商工観光水産部 

 

建　設　部 

 

 

峰山市民局 

 

 

 

大宮市民局 

 

 

 

網野市民局 

 

 

 

 

丹後市民局 

 

 

 

弥栄市民局 

 

 

 

久美浜市民局 

 

 

会計課 

 

 

教育委員会 

事　務　局 

 

 

 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長補佐 

 

 

 

課長補佐 

 

 

 

 

課長補佐 

 

 

 

 

 

 

局長 

 

 

 

 

 

課長補佐 

嶋田　圭吾 

大門　友美 

山本　智子 

上田　弘子 

森岡　芳信 

中道　洋介 

丸山　亨子 

大下順太郎 

宇野　浩嗣 

宮本　　茂 

橋　　恭平 

村田　雅之 

山本　　忍 

 

和田　　功 

 

吉村　　真 

 

松村　英行 

 

森田　正二 

 

稲岡　信一 

高田なぎさ 

安田　則子 

川戸　健治 

 

宇野　直樹 

 

森戸　　毅 

 

松本　義雄 

 

増馬　孝之 

 

岸本　重直 

岩佐　佳子 

石河智恵子 

中島　茂樹 

鍛冶　宏美 

下田真紀子 

島貫　博志 

小山　元孝 

橋本　将彦 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

（新規採用） 

（医療事業部地域医療課） 

（新規採用） 

（生活環境部市民課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（新規採用） 

（健康推進課） 

（京都府土地改良事務所兼務解除） 

（丹後市民局地域総務課） 

（総務部税務課） 

（新規採用） 

（保健福祉部生活福祉課） 

（峰山市民局地域事業課） 

 

（峰山市民局地域事業課） 

 

（大宮市民局地域事業課） 

 

（大宮市民局地域事業課） 

 

（網野市民局地域事業課） 

 

（網野市民局地域事業課） 

（間人診療所） 

（丹後市民局地域福祉課） 

（丹後市民局地域事業課） 

 

（丹後市民局地域事業課） 

 

（弥栄市民局地域事業課） 

 

（久美浜市民局） 

 

（久美浜市民局地域事業課） 

 

（久美浜市民局地域事業課） 

（生活環境部市民課） 

（大宮中学校） 

（教育委員会事務局峰山教育分室） 

（教育委員会事務局網野教育分室） 

（教育委員会事務局峰山教育分室） 

（久美浜市民局地域総務課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

（教育委員会事務局社会教育課） 

総務省（派遣退職）　　　安井　克弘（企画政策部情報システム課） 

職員配置表職員配置表 職員配置表 
４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。（異動者のみ掲載） 

※役職は、係長以上を付記 
※○は、昇格者 
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弥栄病院看護部 

 

 

久美浜病院薬剤部 

 

久美浜病院看護部 

田中千代美 

才本　卓弥 

寺内　由美 

田中　京子 

大下真理子 

稲垣　亜未 

古川　広子 

下小田恵美 

藤原ゆかり 

池野　由美 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（久美浜病院） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

田中　治男（保健福祉部　部長） 

安達　徳一 

　（久美浜市民局地域事業課　課長） 

中村　賢一 

　（峰山市民局地域総務課　主幹） 

増田幾久代（会計課　課長補佐） 

吉岡　恵子 

　（丹後市民局地域福祉課　課長補佐） 

藤村　　昇 

　（峰山市民局地域事業課） 

久下　一雄 

　（消防本部　次長） 

滝野　　行 

　（峰山消防署　指令室長） 

吉岡　幸子（間人保育所　所長） 

岡野　紀子（下宇川保育所　所長） 

堀江　繁子（和田野保育所　所長） 

大下　敏子（上宇川保育所　所長） 

藤原美喜子（鳥取保育所） 

山中　雅子（島津保育所） 

櫻井　則子（口大野保育所） 

田庭　悦子（大宮第二小学校） 

小幡　弥生（海部小学校） 

西崎　久男（佐濃小学校） 

増田　春美（宇川中学校） 

浜崎　晃一（湊小学校） 

伊達美知子（峰山幼稚園） 

堀　　武治（弥栄病院　診療部長） 

大澤　尚志（弥栄病院　医師） 

田　はつみ（弥栄病院看護部） 

岩佐　眞知（弥栄病院看護部） 

山岡田鶴子（弥栄病院看護部） 

野口　裕子（弥栄病院看護部） 

大川　和成（久美浜病院　外科医長） 

野宗　研志（久美浜病院　医師） 

上原　久輝（久美浜病院　医師） 

野田　康子 

　（久美浜病院　管理栄養士長） 

奥田　恭子（久美浜病院看護部） 

中島　哲也（久美浜病院薬剤部） 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

消防課 

指令室 

指令室 

指令室 

予防課 

予防課 

網野分署 

網野分署 

網野分署 

網野分署 

網野分署 

網野分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

久美浜分署 

竹野川分遣所 

竹野川分遣所 

竹野川分遣所 

　　　　　課長補佐兼 

　　　　　総務係長 

総務係 

総務係 

 

 

管理係　　係長 

管理係 

　　　　　課長 

消防１係 

消防１係 

消防１係 

消防１係 

救急１係 

消防２係 

消防２係 

消防２係 

救急２係　係長 

　　　　　室長 

指令１係 

指令３係 

　　　　　課長補佐 

予防係 

警備１係 

警備１係 

警備１係 

警備１係 

警備２係 

警備２係 

　　　　　副分署長 

警備１係　係長 

警備１係 

警備１係 

警備２係 

警備２係 

警備２係 

　　　　　分遣所長 

警備１係　係長 

警備２係 

河野矢　秀 

浅田　智成 

小西　圭介 

藤野　光磯 

三宅　英樹 

安川　郁夫 

池田　弘幸 

才本　　茂 

沖田　　護 

田家　彰浩 

木下　哲也 

指田　　竜 

日下部宣仁 

川戸　一太 

岩瀬　章二 

中西　彰彦 

中村　一　 

淺田　武士 

大澤　友成 

荻野　寿彦 

松尾　秀行 

中山　晶夫 

中西　則昭 

大森　　茂 

木村　雅弘 

池口　直弘 

木下　夢大 

山形　昭裕 

末次　正博 

井上　一彦 

松本　欣也 

藪下　茂幸 

山下　良之 

松本　　努 

富田　　良 

奥田　直人 

坂井　和正 

吉岡　徹也 

（消防本部管理課管理係） 

（消防本部総務課庶務係） 

（峰山消防署消防課消防２係） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（消防本部管理課企画係） 

（峰山消防署指令室指令１係） 

（峰山消防署竹野川分遣所） 

（峰山消防署消防課消防１係） 

（峰山消防署網野分署警備１係） 

（峰山消防署網野分署警備１係） 

（峰山消防署久美浜分署警備１係） 

（峰山消防署消防課消防２係） 

（峰山消防署久美浜分署警備２係） 

（峰山消防署網野分署警備１係） 

（峰山消防署網野分署警備２係） 

（峰山消防署竹野川分遣所警備１係） 

（峰山消防署消防課） 

（峰山消防署消防課消防１係） 

（峰山消防署久美浜分署警備１係） 

（消防本部総務課） 

（峰山消防署消防課消防２係） 

（峰山消防署久美浜分署警備１係） 

（峰山消防署消防課救急１係） 

（峰山消防署久美浜分署警備２係） 

（消防本部総務課庶務係） 

（峰山消防署竹野川分遣所警備２係） 

（消防本部総務課庶務係） 

（峰山消防署久美浜分署） 

（峰山消防署指令室指令３係） 

（峰山消防署消防課消防１係） 

（峰山消防署網野分署警備１係） 

（峰山消防署消防課消防１係） 

（峰山消防署消防課消防２係） 

（峰山消防署網野分署警備２係） 

（峰山消防署予防課） 

（峰山消防署消防課救急２係） 

（峰山消防署久美浜分署警備２係） 

 

 

 

消防本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

外科医長 

外科医師 

内科医師 

内科部長兼 

佐濃診療所長 

眼科医長 

外科医師 

内科医長 

天道　正成 

李　　友浩 

薗田　　徹 

山本　　康 

大原　真紀 

中村　寛子 

田中　寛之 

（新規採用） 

（新規採用） 

（間人診療所） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（久美浜病院） 

弥栄病院 

診療部 

 

久美浜病院 

診療部 

 

間人診療所 

退　　職 
（３月31日付け） 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

『ふしぎな図書館』 

　村上　春樹　著　（講談社） 

　　　　　　　丹後町　坪倉裕子さん 

　どこにでもある普通の図書館。しかし、

地下に降りて行くとそこは奇妙な空間

でした。果たして捕らわれの身となっ

た「僕」はここから脱出できるのか？ 

 不気味な老人が出した課題は、本の

丸暗記。羊男、なぞの美少女も加わっ

て不思議な体験をすることに… 

 「図書館」というタイトルから不意

に手にとった本ですが、自分が主人公

になった気分でスリルを味わいました。

コンパクトで手軽に読めます。佐々木

マキさんのイラストもユニークで、お

すすめしたい一冊です。 

　　　本書を所蔵している館 

　　　　　峰山図書館・あみの図書館 

　　　　　大宮図書室・丹後図書室 

おすすめの本おすすめの本 おすすめの本 

５月の休館日 
16日（月）・23日（月）・30日（月） 

開 館 時 間 

 10 ：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

※休館日は本紙発行日の 

５月10日以降を掲載しています。 

　市内の図書館（図書室）では、今年の２月に３日～４日間休館し、

蔵書点検を行いました。 

　図書を検索した場合に、「データはあっても本がない」といった

ことにならないように、所蔵している本と、データを一冊ずつ照

合し、不明（紛失）図書を確認しました。 

　蔵書点検は、図書館には欠かせない業務です。休館によりご迷

惑をおかけしますが、今後もご理解をお願いします。 

　市民のみなさんは、市内のどこの

図書館（室）でもご利用いただけま

す。本の貸し出しだけでなく、調べ

ものや調査などもお手伝いできます

のでご相談ください。 

　また、図書館によってはインター

ネットの利用、ビデオなどの視聴も

できます。「ホッとできる空間」と

してご利用されるかたも多いので、

ぜひ一度お立ち寄りください。 

蔵書点検が終了 

　　ご協力ありがとうございました 

 丹後図書室には、現在29人の読み聞かせボランティアのかたが

登録され、毎月第３土曜日の13：30から、図書室のある丹後地域公

民館で読み聞かせを行っています。 

　読み聞かせを通じて、子どもたちに本の素晴らしさを知っても

らいたいという思いを持ってがんばっています。 

 月に一度の読み聞かせですが、子どもたちの明るい笑い声に出

会えるのがとてもうれしいです。「要請があればいろんな所へ読み

聞かせの『出前』に行きたいね」と、みんなで話し合っています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　増田葉子さん） 

読 み 聞 か せ  

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  

 

 

点検図書数 

不明（紛失） 

図書数 

峰山 

図書館 

46,728 

123

あみの 

図書館 

59,733 

138

丹後 

図書室 

17,300 

29

弥栄 

図書室 

15,000 

132

久美浜 

図書室 

17,366 

39

おかげさまで、合併後の１年間でおかげさまで、合併後の１年間で 
　　利用登録人数、貸出冊数ともに大きく増えました　　利用登録人数、貸出冊数ともに大きく増えました 
おかげさまで、合併後の１年間で 
　　利用登録人数、貸出冊数ともに大きく増えました 

（単位：冊） 

貸出冊数 利用登録者数 

50,000

0

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H15年度 H16年度 

307,003

253,503

冊（AV資料含む） 人（団体含む） 

17,500

17,000

18,000

18,500

19,500

20,000

19,000

20,500

21,000

21,500

H15年度末 H16年度末 

21,191

18,678

合併後53,500冊増えました。 
合併後2,513人増えました。 
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〜
久
美
浜
町
　

〜
久
美
浜
町
　 

　
　
湯
舟
坂
二
号
墳
（
ゆ
ふ
ね
ざ
か
に
ご
う
ふ
ん
）
〜

　
　
湯
舟
坂
二
号
墳
（
ゆ
ふ
ね
ざ
か
に
ご
う
ふ
ん
）
〜 

〜
久
美
浜
町
　 

　
　
湯
舟
坂
二
号
墳
（
ゆ
ふ
ね
ざ
か
に
ご
う
ふ
ん
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
一

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
一 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
一

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
一 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
一 

  

久
美
浜
町
須
田
の
湯
舟
坂
（
ゆ
ふ
ね

ざ
か
）
二
号
墳
は
、
川
上
谷
川
へ
流
れ

込
む
支
流
の
伯
耆
谷
（
ほ
う
き
た
に
）

川
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
谷
に
あ
り
ま

す
。
現
在
の
須
田
の
集
落
は
、
谷
の
出

口
に
あ
り
ま
す
が
、
古
墳
は
さ
ら
に
八

〇
〇
メ
ー

ト
ル

ほ
ど
奥
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
立

地
し
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
五
十
六
年
に
区
画
整
理
に
先
立

つ
発
掘
調
査
を
久
美
浜
町
教
育
委
員
会

が
実
施
。
そ
の
結
果
、
こ
の
古
墳
は
、

過
去
の
開
墾
に
よ
っ
て
盛
土
は
ほ
と
ん

ど
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
直
径
一
七
・

五
メ
ー

ト
ル

の
円
墳
（
円
錐
形
の
マ
ウ
ン
ド
を

も
っ
た
お
墓
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
埋
葬
施
設
は
、
巨
大
な
石
を

組
み
上
げ
て
つ
く
ら
れ
た
横
穴
式
石
室

（
よ
こ
あ
な
し
き
せ
き
し
つ
）
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
過
去
の
開
墾
に
よ
っ
て
天
井
の
石

は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

棺
を
納
め
た
玄
室
と
呼
ば
れ
る
空
間
は
、

長
さ
五
・
七
メ
ー

ト
ル

・
幅
二
〜
二
・
四
メ
ー

ト
ル

、

入
り
口
か
ら
玄
室
ま
で
の
羨
道
（
せ
ん

ど
う
）
と
呼
ば
れ
る
部
分
は
、
長
さ
四
・

九
メ
ー

ト
ル

・
幅
一
・
三
メ
ー

ト
ル

。
石
室
か
ら
鉄
釘

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
室
の
中

に
は
木
の
棺
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

 

丹
後
地
域
で
は
、
大
宮
町
奥
大
野
の

新
戸
（
し
ん
ど
）
古
墳
と
並
ん
で
最
も

大
き
い
石
室
の
一
つ
で
、
機
械
も
な
い

時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
石
を
運

ぶ
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
作
業
で
あ
り
、

そ
の
た
め
、
こ
の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人

の
権
力
が
想
像
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
石
室
の
床
面
か
ら
は
、
須
恵

器
（
灰
色
の
窯
焼
き
の
う
つ
わ
）
二
百

十
点
を
は
じ
め
、
土
師
器
（
野
焼
き
の

赤
焼
き
の
う
つ
わ
）
、
鉄
製
の
刀
・
矢

の
や
じ
り
・
馬
具
（
馬
に
つ
け
る
金
具
）、

銅
製
の
椀
、
金
環
（
金
メ
ッ
キ
を
し
た

銅
製
の
耳
飾
）
な
ど
が
、
埋
葬
さ
れ
た

当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
大
量
に
見
つ
か

り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

「
金
銅
装
双
龍
環
頭
大
刀
」（
こ
ん
ど
う

そ
う
そ
う
り
ゅ
う
か
ん
と
う
た
ち
）
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
刀
の
柄
（
手

で
持
つ
と
こ
ろ
）
に
飾
ら
れ
た
モ
チ
ー

フ
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
環
の
内
側
に
向
か

い
合
っ
て
玉
を
か
む
二
対
の
龍
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、

ほ
か
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
た
い
へ
ん
珍

し
い
も
の
で
す
。
大
刀
の
鞘
（
さ
や
）

は
金
銅
製
で
、
金
色
に
輝
く
大
刀
を
持

っ
て
い
た
有
力
者
の
姿
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
銀
装
圭
頭
大
刀
」

（
ぎ
ん
そ
う
け
い
と
う
た
ち
）
と
呼
ば

れ
る
銀
の
飾
り
を
つ
け
た
大
刀
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
銅
製
の
椀
は
、
仏
具
と

し
て
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
珍
し

い
資
料
で
す
。 

 

石
室
に
納
め
ら
れ
た
須
恵
器
の
形
か

ら
見
る
と
、
湯
舟
坂
二
号
墳
は
、
六
世

紀
後
半
に
つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
、
七
世

紀
中
ご
ろ
に
か
け
て
何
度
か
埋
葬
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

石
室
の
大
き
さ
や
埋
葬
さ
れ
た
資
料

か
ら
、
こ
の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
は
、

当
時
の
丹
後
地
域
に
お
け
る
有
力
者
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

湯
舟
坂
二
号
墳
の
出
土
品
は
、
金
銅

装
双
龍
環
頭
太
刀
を
は
じ
め
と
す
る
豊

富
な
資
料
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
五
十
八

年
六
月
六
日
に
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
自

体
も
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
十
五
日
に
、

京
都
府
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

現
地
に
行
く
と
巨
大
な
石
室
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

金
銅
装
双
龍
環
頭
太
刀
（
環
頭
部
分
） 

　
五
月
に
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
カ
ヌ
ー
競
技
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
ま
た
八
月
の
ク
ロ
ア
チ
ア
で
の
世
界
選
手

権
に
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
、
綱
あ
づ
さ
さ
ん
（
久

美
浜
町
河
梨
）
が
出
場
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
綱
さ
ん
は
、
久
美
浜
高
等
学
校
時
代
に
カ
ヌ
ー
を
は

じ
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
か
ら
ア
ジ
ア
選
手
権
で
の
優
勝

を
は
じ
め
、
世
界
選
手
権
な
ど
数
々
の
大
会
で
活
躍
。

け
が
な
ど
に
よ
り
昨
年
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出

場
は
逃
し
ま
し
た
が
、
今
年
三
月
に
行
わ
れ
た
代
表
選

考
会
で
好
成
績
を
収
め
て
、
見
事
に
代
表
四
人
の
一
人

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
四
月
七
日
に
は
、
中
山
市
長
を
表
敬
訪
問
。
綱
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
多
く
の
か
た
に
支
え
ら
れ
が
ん
ば
っ
て

こ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
伸
び
る
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
、
ぜ
ひ
メ
ダ
ル
を
狙
い
た
い
」
と
抱

負
を
語
ら
れ
、
中
山
市
長
は
「
市
の
誇
り
で
す
。
ア
テ

ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ
ン
グ
に
続
く
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。 

カヌー世界大会に出場カヌー世界大会に出場 

　綱あづささん（久美浜町河梨）　綱あづささん（久美浜町河梨） 

カヌー世界大会に出場カヌー世界大会に出場 

　綱あづささん（久美浜町河梨）　綱あづささん（久美浜町河梨） 

カヌー世界大会に出場 

　綱あづささん（久美浜町河梨） 

　
出
場
の
喜
び
を
笑
顔
で
話
さ
れ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
綱
　
あ
づ
さ
さ
ん 
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人口のうごき

男　　　31,509人

女　　　34,104人

計　　　65,613人

世帯数　21,820

　　　（４月１日現在）

丹後ちりめんの継承と発展を願う丹後ちりめんの継承と発展を願う丹後ちりめんの継承と発展を願う
　織物と養蚕（ようさん）の神を祀（まつ）

る蚕織（こおり）神社（網野町網野）で４月

10日に、「祈願祭」が行われました。

　今年で８回目を迎えた「祈願祭」には、市

議会議員をはじめ織物関係者など約50人が参

加。同神社の宮司の祝詞（のりと）に続き、

和装に身を包んだ参加者が玉ぐしを奉納し、

丹後ちりめんの継承と発展を誓いました。

ち
り
め
ん
の
ま
ち

ち
り
め
ん
の
ま
ち

　
　
　
　
あ
で
や
か
に

　
　
　
　
あ
で
や
か
に

ち
り
め
ん
の
ま
ち

　
　
　
　
あ
で
や
か
に

華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
が
観
衆
を
魅
了

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
呉
楽
市
」

ス
イ
ン
グ
な
メ
ロ
デ
ィ
に
酔
い
し
れ
た

　
　
　
「
き
も
の
で
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
春
本
番
の
到
来
を
告
げ
る
恒
例
の

「
ち
り
め
ん
祭
」（
同
祭
会
主
催
）
が
、

四
月
九
日
・
十
日
の
二
日
間
、
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）
周
辺
を

会
場
に
開
か
れ
、
穏
や
か
な
温
か
い

日
差
し
の
中
、
親
子
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
五
十
五
回
目
を
迎
え
た
同
祭
は
、

旧
網
野
町
時
代
か
ら
、
丹
後
ち
り
め

ん
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
「
網
野

町
ち
り
め
ん
祭
」
と
し
て
昨
年
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
か

ら
「
京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
」
と
名
称

も
新
た
に
開
催
。

　
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
折
り

紙
や
ち
ぎ
り
絵
で
描
い
た「
き
も
の
絵
」

の
展
示
や
「
呉
楽
市
」
と
題
し
た
「
き

も
の
」
の
展
示
・
即
売
が
催
さ
れ
、

終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
日
に
開
か
れ
た
「
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
」
で
は
、
京
都
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

「
京
小
町
踊
り
子
隊
」
が
華
麗
な
舞

を
披
露
。
午
後
三
時
か
ら
始
ま
っ
た
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」

で
は
、
京
都
府
警
察
音
楽
隊
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
を
先
導
に
、
交
通
安
全
啓

発
パ
レ
ー
ド
や
網
野
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
、
ち
り
め
ん
小
唄
お
ど
り
、

静
の
舞
・
侍
女
行
進
な
ど
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し

た
人
た
ち
の
目
や
耳
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
全
国
の
和
装
産
地
の

商
工
会
関
係
者
や
業
界
団
体
な
ど

が
一
堂
に
会
し
、
和
装
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
「
き

も
の
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
京
丹
後
」
を

今
秋
（
十
月
二
十
九
日
・
三
十
日
）

に
開
催
す
る
な
ど
、
本
年
を
「
き

も
の
イ
ヤ
ー
」
と
位
置
づ
け
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
和
装

産
業
の
振
興
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

桜
が
咲
き
誇
る
中
、

丹
後
ち
り
め
ん
の
発

展
を
願
い
ま
し
た
。


